
現
代
日
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

名

示日

隆

央

四

分
析
の
視
角

M
E
技
術
の
導
入
と
労
働
過
程
の
変
化

M
E
技
術
に
よ
る
省
力
化
の
笑
態

M
E
技
術
と
労
働
者
の
状
態

分
析
の
視
角

戦
後
日
本
に
お
け
る
技
術
革
新
の
主
要
な
特
質
は
、
つ
ぎ
の
点
に
あ
っ
た

0
9産
業
の
重
化
学
工
業
化
を
も
た
ら
し
、
装
置
工
業
お
よ

び
機
械
工
業
の
大
規
模
な
大
量
生
産
方
式
に
体
現
さ
れ
る
技
術
革
新
で
あ
っ
た
。
②
そ
の
展
開
分
野
が
素
材
産
業
か
ら
組
立
産
業
へ
と
い

う
順
序
で
、
い
わ
ば
第
I
部
門
か
ら
第
E
部
門
へ
と
い
う
順
序
で
行
な
わ
れ
た
。
③
技
術
革
新
が
高
度
成
長
の
決
定
的
一
契
機
と
な
っ

た
。
欧
米
の
ぱ
あ
い
に
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
自
動
車
や
家
電
、
第
二
次
大
戦
後
の
石
油
化
学
や
電
子
工
業
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
二
度
に

わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
技
術
革
新
・
工
業
化
が
、
わ
が
国
で
は
ほ
ぼ
一
度
に
き
わ
め
て
短
期
間
に
実
現
し
た
。
④
欧
米
と
り
わ
け
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
技
術
導
入
に
依
存
し
た
技
術
革
新
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
で
は
、
導
入
技
術
を
低
賃
銀
で
良
質
な
労
働
力
と
巧
み
に
組
合
せ
、
低

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

七



立
教
経
済
学
研
究
第
一
二
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

七

コ
ス
ト
の
量
産
体
制
を
創
出
し
た
。

こ
う
し
た
日
本
型
技
術
革
新
は
、
第
一
次
石
油
危
機
を
契
機
に
重
大
な
障
害
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
安
価
な
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
供
給
に
依
存
し
、
生
産
の
大
規
模
化
に
よ
り
製
品
コ
ス
ト
の
低
下
を
は
か
る
大
量
生
産
方
式
は
、
全
般
的
過
剰
生
産
、
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ

l
価
格
の
高
騰
と
い
う
条
件
下
で
は
有
効
に
機
能
し
え
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
わ
が
国
で
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
や

生
産
の
い
っ
そ
う
の
効
率
化
を
は
か
る
自
動
化
・
省
力
化
技
術
が
開
発
・
導
入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
多
様
化
し
変
動
的
な
需
要
に
た

い
し
て
柔
軟
に
対
応
し
う
る
生
産
方
式
日
多
品
種
少
量
生
産
へ
の
転
換
が
は
か
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
一
つ
の
重
要
な

戦
略
転
換
で
あ
っ
た
。
日
本
経
済
は
、
こ
う
し
た
生
産
方
法
の
変
革
に
よ
り
、
第
二
次
石
油
危
機
を
乗
り
切
り
、
日
本
経
済
の
「
良
好
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が
海
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術

(
M
E
技
術
と
略
す
)
は
、
高
度
成
長
の
も
と
で
の
資
本
の
過
剰
蓄
積
宏
根
本
原
因
と
す
る
「
構
造

的
危
機
」
に
陥
っ
た
日
本
経
済
に
と
っ
て
、
「
構
造
的
危
機
」
を
克
服
す
る
強
力
な
て
こ
と
し
て
作
用
し
た
。

M
E
技
術
を
応
用
し
た
新
製

品
は
市
場
に
活
気
含
与
え
、
新
た
な
自
動
制
御
技
術
は
、
生
産
過
程
の
「
合
理
化
」
を
一
段
と
お
し
す
す
め
、
資
本
の
再
生
産
条
件
を
整

え
た
。
そ
の
結
果
、
熟
練
労
働
の
解
体
、
基
幹
労
働
者
の
削
減
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
社
外
工
、
下
請
工

の
不
安
定
雇
用
者
の
増
加
、

完
全
失
業
者
の
増
加
、
実
質
賃
銀
の
低
下
な
ど
が
進
行
し
た
。

M
E
技
術
に
よ
る
「
合
理
化
」
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
労
働
者
の
負
担
や

犠
牲
を
強
い
る
可
能
性
が
あ
る
Q

な
ぜ
な
ら
、
新
た
な
技
術
革
新
に
よ
っ
て
こ
そ
「
構
造
的
危
機
」
を
克
服
し
う
る
と
す
る
雰
囲
気
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
弓
技
術
立
国
論
」
「
情
報
化
社
会
論
」
寸
筑
波
科
学
万
博
」
な
ど
)
で
醸
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

M
E
技
術
は
、
従
来
の
機
械
と
結
合
さ
れ
る
と
、
機
械
の
自
動
制
御
化
、
高
機
能
化
を
も
た
ら
す
。
装
置
工
業
で
の
オ
l
ト
メ

1
シ
ョ

ン
は
六

0
年
代
に
ほ
ぼ
完
成
の
域
に
達
し
て
い
た
が
、
機
械
工
業
で
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
マ
シ
ン
等
の
専
用
機



や
搬
送
装
置
の
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
七

0
年
代
に
入
る
と
、

M
E
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
数
値
制
御

(
N
C
)
工
作
機
械
が
機

(
2
)
 

械
加
工
を
自
動
化
し
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
い
ろ
い
ろ
な
作
業
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

M
E
技
術
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
機
械

(3) 

工
業
に
お
け
る
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
が
本
格
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
構
造
的
不
況
」
に
陥
っ
た
装
置
工
業
に
か
わ

っ
て
、
生
産
の
効
率
化
を
実
現
し
国
際
競
争
力
を
高
め
た
機
械
工
業
が
、
日
本
の
基
軸
産
業
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

M
E技
術
の
発
展
の
作
用
は
、
以
上
の
面
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ぞ
れ
は
、
産
莱
構
造
、
企
業
間
格
差
、
下
請
構
造
、
労
働
態
様
、
雇
用

構
造
と
失
業
、
生
活
と
文
化
の
様
式
、
軍
事
技
術
や
「
防
衛
」
問
題
等
々
に
多
面
的
で
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
包
括
的
研
究
は
、
こ
の
視
角
か
ら
の
現
代
日
本
資
本
主
義
分
析
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
研
究
課
題
の
す
べ
て
を
一

挙
に
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
ゆ
と
り
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
と
く
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

M
E
技
術
の
導
入
に
よ
る
労
働
と
雇
用
面
へ
の
影
響
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
こ

れ
ま
で

M
E
技
術
の
発
展
は
労
働
内
容
を
高
度
化
さ
せ
る
、
新
産
業
・
新
職
務
を
増
加
さ
せ
雇
用
機
会
を
ふ
や
す
、
と
い
う
見
解
が
支
配

的
で
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
は
、
か
つ
て
拙
稿
「
M
E
技
術
革
新
と
労
働
の
変
化
」
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
二
六
巻
第
二
号
、
一
九
八
二
年
一
二

月
)
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
見
解
を
理
論
的
・
実
証
的
に
検
討
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
は
、

M
E
技
術
の
導
入
に
よ
る

労
働
過
程
の
変
化
、
労
働
者
の
状
態
の
変
化
、
等
を
十
分
に
解
明
し
う
る
資
料
が
不
足
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
新
た
な
資
料
に

も
と
づ
い
て
、
現
段
階
に
お
け
る

M
E
技
術
の
導
入
に
よ
る
労
働
過
程
の
変
化
、
省
力
化
の
実
態
、
お
よ
び
労
働
者
の
状
態
の
変
化
に
つ

い
て
現
状
分
析
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。

(

1

)

現
代
の
産
業
合
理
化
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
政
策
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
独
占
資
本
に
よ
る
体
系
的
な
搾
取
強
化
の
方
法
と
な
っ
て
い

る
@
M
E技
術
の
開
発
と
応
用
は
、
国
家
の
政
策
に
よ
っ
て
手
厚
く
支
持
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
「
特
定
電
子
工
業
及
び
特
定
機
械
工
業
振
興
臨

現
代
日
本
に
お
け
る

M
E技
術
と
産
業
合
理
化

一
七
三



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

一
七
四

時
措
置
法
」
〈
七
一
年
)
、
「
特
定
機
械
情
報
産
業
振
興
臨
時
措
置
法
」
(
七
八
年
〉
が
そ
れ
で
あ
る
@
M
E
技
術
の
開
発
・
導
入
に
は
、
政
府
系
金
融
機

関
に
よ
る
融
資
、
特
別
償
却
な
ど
の
税
制
上
の
特
別
措
置
、
指
示
カ
ル
テ
ル
の
実
施
、
中
小
企
業
に
た
い
す
る
信
用
補
完
措
置
、
等
々
の
支
持
が
与

え
ら
れ
た
ゆ
現
段
階
の
産
業
合
理
化
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
戸
木
田
嘉
久
尋
現
代
の
合
理
化
』
と
そ
の
展
開
過
程

L
q現
代
の
合
理
化
』
社
会
政

策
学
会
年
報
、
第
二
七
集
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
三
年
五
月
、
所
収
)
参
照
。

ハ
2
)
N
C
工
作
機
械
の
生
産
額
は
、
七
六
年
に
は
五
二
二
億
円
で
あ
っ
た
が
、
八
二
年
に
は
四
二
一
八
億
円
(
八
・
二
倍
)
に
な
り
、
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
の
生
産
額
は
、
七
六
年
に
は
一
四
一
億
円
で
あ
っ
た
が
、
八
二
年
に
は
一
回
八
凶
億
円
(
一

0
・
五
倍
)
に
な
っ
て
い
る
@

ハ
3
)

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
技
術
の
発
展
段
階
と
し
て
ど
の
よ
う
に
規
定
す
べ
き
か
、
論
議
が
あ
る
@
わ
た
く
し
は
、
「
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
段

階
規
定
」
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
二
七
巻
第
四
号
、
一
九
八
四
年
三
月
)
に
お
い
て
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
機
械
の
高
度
の
発
展
段
階
と
し
て

規
定
す
べ
き
認
論
的
根
拠
を
示
し
て
お
い
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
u

M
E
技
術
の
導
入
と
労
働
過
程
の
変
化

わ
が
国
で
は
七

0
年
代
の
後
半
か
ら

M
E技
術
の
発
達
に
よ
り
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
能
を
内
蔵
し
た

C
N
C
工
作
機
械
、

一
台
の
機
械

で
複
数
の
工
程
を
加
工
し
う
る
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

(
M
C
)
等
が
、
機
械
工
業
の
生
産
過
程
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

従
来
の
工
作
機
械
で
は
、
作
業
者
は
製
品
の
仕
上
り
寸
法
を
み
て
、
刃
物
の
切
り
込
み
の
深
さ
を
決
め
、

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
な
が

ら
、
送
り
の
速
度
を
制
翻
し
て
い
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、

N
C
工
作
機
械
で
は
加
工
情
報
が
数
値
化
さ
れ
、

N
C
テ
l
プ
の
指
令
に
よ

り
機
械
が
自
動
的
に
加
工
す
る
。
こ
こ
で
は
、
経
験
的
熟
練
は
、
治
工
具
の
準
備
・
交
換
、
加
工
物
の
着
脱
、
機
械
の
起
動
・
監
視
・
調

整
と
い
う
作
業
と
、
機
械
加
工
に
つ
い
て
の
経
験
や
知
識
を
数
値
化
し
客
観
化
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
と
に
分
解
す
る
。
こ
れ
ら
の

作
采
が
、
異
な
る
労
働
者
同
の
分
担
、
分
業
と
な
る
と
、
労
働
の
ニ
極
分
解
、

一
般
作
莱
者
の
単
純
労
働
者
化
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
省
の
調
査
な
ど
に
よ
る
と
、
実
際
に
は
労
働
の
ニ
極
分
解
で
は
な
く
、
労
働
の
複
合
化
、
高
度
化
が
生



第 1表職種別NC工作機械職務分担〈事業所構成比)M. A. く%】

区 分 I望号主義 I 塁手議 I~'。ず蒲1 取替よ1断霊長Z1|E 単品(i大修理-
現

骨白 抜自主工 63.4 43.4 72.3 34.5 2.6 

お 保守要員
け

2.4 4.8 2.0 4..4 16.2 21. 0 6.8 

る 監督者 7.5 14.4 i 18.8 18.6 24.9 17.7 2.9 
M 
E 技術者 4.4 15.5 41. 3 24.3 26.4 15.3 

技術と 外 注 0.3 1.2 4.2 i 1.0 18.7 15.7 72.3 

襲Jロ』 10臥以上
96.2 83.2 56.4 84.2 42.8 49.0 3.8 理 技能工|

化 保守要員 5.4 10.0 6.2 14.2 47.7 49.7 36.9 

監督者 14.7 18.7 9.8 16.4 19.5 18.8 7.4 

技術者| 3.8 61. 7 8.7 35.0 21.5 35.3 

外注 1.8 1.1 4.0 1.7 14.7 7.0 63.7 

100~999人 1

技能工 91. 2 44.3 76.1 36.8 3.5 

保守要員 1.5 3.7 1.7 4.7 14.4 24.7 6.6 

監督者 9.5 11.2 18;6 19.5 22.0 16.5 2.2 

技術者 5.8 45.1 15.3 25.2 29.4 15.9 

タト 注 0.2 1.8 5.2 0.9 15.5 15.9 75.8 

30 - 99人

技能ヱ 83.2 55.2 40.1 67.2 19.5 29.5 I 1.5 

保守要員 2.4 4.3 1.4 2.1 10.5 12.0 

監督者 4.5 15.7 20.7 18.2 28.1 18.3 2.3 

七 技術者 3.6 15.4 34.1 18.3 21. 4 25.5 10.1 
!五

外 注 一 0.9 3.5 0.9 i 21. 9 17.5 71. 8 

〈注) NC工作機導入事業所に対する回答比を示ず。

(出所〉 雇用促進事業団職業訓練研究センター編『メカトロニクス時代の人材開発』大蔵省

印刷局.1983年.50頁。



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

一
七
六

じ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

(

1

)

 

た
と
え
ば
、
第
一
表
は
、
職
業
訓
練
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
職
務
分
担
に
関
す
る
調
査
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
技
能
工
は
、

機
械
の
起
動
・
停
止
・
監
視
、
段
取
替
、
調
整
な
ど
だ
け
で
ほ
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
四
コ
了
四
%
の
事
業
所
で
行
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

M
E
機
器
の
導
入
に
よ
り
、

「
従
来
の
技
能
の
ぼ
か
に
新
し
い
技
能
が
必
要
と
な
っ
た
」
工
程
六

「
従
来
の
技
能
が
不
要
に
な
り
新
し
い
技
能
が
必
要
と
な
っ
た
」
工
程
一
五
・
一
%
と
な
っ
て
い
る
e

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、

三
・
一
%
、

労
働
の
複
合
化
、
高
度
化
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
解
釈
す
る
ば
あ
い
、
実
際
の
労
働
者
の
職
務
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
作
業
者
、
監
督
者
、
技
術
者
間
の

職
務
分
担
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
が
、
現
実
に
そ
く
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
本
節
で
は
事
例
調
査
に
も
と
づ
い
て
考
察
を
す
す
め
ろ
。

雇
用
職
業
総
合
研
究
所
『
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
雇
用
に
及
ぼ
す
質
的
影
響
に
関
す
る
研
究
報
告
書

l
l・
機
械
加
工
職
場
を

中
心
に

1

1
』
は
、

M
E機
器
導
入
職
場
の
実
態
を
調
査
し
て
い
る
。

具
体
的
事
例
の
紹
介
か
ら
始
め
よ
う
。

事
例
l

A
社

T
工
場
(
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
部
品
製
造
工
場
)

わ
が
国
の
航
空
機
産
業
は
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
国
際
競
争
力
が
い
ち
じ
る
し
く
劣
り
、
そ
の
克
服
の
た
め
工
場
の
自
動
化
・
省
力
化
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。
同
工
場
の
エ
作
機
械
五
三
七
台
中
、

N
C
機
四
六
台
で
あ
り
、

N
C化
率
八
・
六
%
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
対
象
は
、
第
一
製
造
部
機
械
課
の

C
組

I
班
で
あ
る
。
-
班
の
機
械
設
備
は
、

N
C
ボ
ー
ル
盤
、
門
型

M
C機
、
立
型

M
C
機、

汎
用
横
中
ぐ
り
盤
二
台
、
汎
用
立
中
ぐ
り
盤
の
計
六
台
か
ら
な
る
。
-
班
は
班
長
を
除
さ
十
名
か
ら
構
成
さ
れ
、
う
ち
一
名
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
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第2表

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

〈出所〉 履用職業総合研究所『マイクロエレクトロニグスの雇用に及ぼす質的影響に関する

研究報告書一一機械加工職場を中心に一一~ 1983年6月， 45頁.

ー
と
し
て
生
産
技
術
部
に
応
援
中
で
あ
る
。
九

名
の
作
業
者
が
六
台
の
機
械
を
担
当
し
て
い

る。

N
C
機
・

M
C
機
担
当
者
の
う
ち
四
名
は
、

四
組
三
交
替
勤
務
に
つ
い
て
い
る
(
第
二
表
〉
。

同
工
場
で
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
全
工
程

に
わ
た
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
お
り
、

生
産
管
理
部
か
ら
各
課
に
「
ど
の
部
品
を
い
っ

ま
で
に
何
個
生
産
す
る
か
」
を
指
令
す
る
生
産

計
画
書
が
く
る
。
こ
れ
を
受
け
て
第
一
製
造
課

は
週
単
位
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
を
行
な
い
、

各
組
に
製
造
命
令
書
を
出
す
。
生
産
計
画
書
が

各
課
に
く
る
と
き
に
は
、
す
で
に
生
産
技
術
部

で
加
工
方
法
が
決
定
さ
れ
、

N
C
テ
i
プ
や
治

工
具
が
準
備
さ
れ
、
測
定
具
が
用
意
さ
れ
て
い

る

-
班
の
作
業
を
M
C
加
工
を
必
要
と
す
る

F

一
O
O
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
ス
テ
I
タ
l
ア
ッ
シ

一
七
七
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七
八

-
持

8
(
ロ
ッ
ト
五
個
)
を
例
に
と
っ
て
示
す
。

①叫ゾ

1
ル
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
(
配
置
人
員

O
人
)

②
M
C
機
に
よ
る
穴
あ
け
・
ス
カ
ラ
ッ
プ

(
0
・
五
人
)

見
当
一
次
元
測
定
器
に
よ
る
三
次
元
測
定

l
i検
査
職
場
|
|
(
一
人
)
〕

④
M
C
加
工
中
に
お
け
る
作
業
者
に
よ
る
手
仕
上
げ

(
O人
)

二
台
の
M
C
機
を
一
名
の
作
業
者
が
担
当
す
る
。
M
C
機
稼
動
中
に
手
待
ち
時
間
を
つ
か
つ
て
、
作
業
者
は
事
前
に
も
う
一
台
の
M
C

機
に
ツ

l
ル
を
プ
リ
セ
ッ
ト
し
て
お
く
(
①
の
作
業
〉
。

る
〈
①
)
。
加
工
が
終
了
す
る
と
、
検
査
職
場
で
検
査
を
、
つ
け
る
(
①
〉
。
検
査
に
合
格
す
る
ま
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
が
行
な
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
作
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
M
C
械
に
か
け
て
初
品
を
加
工
す

合
格
後
は
、
作
業
者
は
加
工
物
を
M
C
機
に
セ
ッ
ト
す
れ
ば
手
待
ち
に
な
る
。
作
業
者
は
、
そ
の
問
に
加
工
済
の
加
工
物
の
手
仕
上
げ

(
@
}
や
次
エ
程
の
も
う
一
台
の
M
C
機
に
ツ

l
ル
プ
リ
セ
ッ
ト
を
し
て
お
く
。
以
上
の
二
台
の
M
C
機
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
作
業
を
一

人
の
作
業
者
が
行
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
で
M
C
機
一
台
に
つ
き

0
・
五
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

N
C
機
・
M
C
機
担
当
者
の
職
場
で
は
、
機
械
の
ハ
ン
ド
ル
操
作
が
消
滅
す
る
と
同
時
に
、
①
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー
ト
を
理
解
し
、
プ
ロ

グ
グ
ム
の
良
否
を
判
断
す
る
、
@
N
C
装
置
の
操
作
な
ど
の
新
し
い
作
業
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
新
職
務
の
習
得
の
た
め
に
は

O
J
T
で
約
一
カ
月
で
よ
い
。
そ
の
た
め
、
N
c
-
M
C
機
に
は
汎
用
機
経
験
者
で
は
な
く
、
若
年
者
を
配
置
し
て
い
る
。

ゴ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
は
、
基
本
的
に
は
生
産
技
術
部
に
所
属
す
る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
仕
事
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
部
品
の
設
計
に
入
る
さ

ぃ
、
工
程
設
計
者
が
加
工
工
程
の
流
れ
を
設
計
し
、
テ
ー
プ
作
成
を
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
依
頼
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
図
面
に
も
と
づ
き

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
作
業
者
が
初
品
を
試
則
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
、
そ
の
検
査
結
果
に
し
た
が
っ



て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
を
作
業
者
と
相
談
し
な
が
ら
行
な
う
。
こ
こ
に
、
作
業
者
の
経
験
が
生
き
る
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、
現
在
で
は

N
C
作
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
(
作
業
標
準
票
)
の
蓄
積
が
す
す
み
、
生
産
技
術
部
だ
け
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
技
術
者
か
ら
で
は
な
く
、
高
卒
者
や
現
場
か
ら
の
{
応
援
者
か
ら
育
成
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

自
体
も
ル
ー
チ
ン
化
・
簡
単
化
し
て
お
り
、
約
半
年
あ
ま
り
で
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
一
人
前
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

事
例
2

B
社
H
工
場
(
開
閉
装
置
製
造
重
電
工
場
)

H
工
場
は
総
合
重
電
メ
ー
カ
ー
の
重
電
部
門
の
一
翼
を
担
い
、
変
圧
器
開
閉
装
置
、
避
雷
器
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。

調
査
対
象
は
、
開
閉
装
置
製
造
部
機
械
加
工
課
の

N
C
職
場
で
あ
る
。
当
該
職
場
は
開
閉
装
置
の
部
品
加
工
を
担
当
し
て
い
る
。
従
業

員
数
は
、
交
替
要
員
を
含
め
て
三

O
名
と
な
っ
て
い
る
。

N
C
機
械
職
場
は
、
二
つ
の
班
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

N
C
旋
盤
班
は
、

N
C
旋
盤
六
台
、
複
合
旋
盤
二
台
お
よ
び
補
助
加
工
用
の

タ
レ
ッ
ト
・
ミ
ラ
!
と
フ
ラ
イ
ス
盤
の
各
一
台
か
ら
な
る
。

M
C
班
は
、
小
型

M
C
二
台
、
中
型
M
C
二
台
、
大
型

M
C
三
台
か
ら
な

る

配
置
人
員
は
、

N
C
旋
盤
班
一
一
名
、

M
C
班
九
名
と
な
っ
て
い
る
。

N
C
班
で
は
昼
勤
六
名
、
夜
勤
二
名
と
い
う
構
成
が
一
般
的
で

あ
る
。
年
齢
構
成
は
、
二

O
歳
代
後
半
と
三

O
歳
代
前
半
層
が
大
半
で
、
因
。
歳
代
は
三
人
に
す
ぎ
な
い
。
作
業
者
の
勤
続
年
数
は
長

く
、
十
年
以
上
が
七
割
を
占
め
る
。

N
C
旋
盤
班
で
は
、
作
業
を
①
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
②
事
前
段
取
、
①
機
械
操
作
の
コ
一
つ
に
分
け
て
い
る
。
作
業
者
は
、
こ
の
三
つ
の

職
務
の
う
ち
ど
れ
か
に
専
念
す
る
。
具
体
的
に
は
、
昼
間
で
は
①
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
一
名
、
①
事
前
段
取
二
名
、
①
機
械
操
作
三
名
で
あ

り
、
夜
間
で
は
機
械
操
作
の
み
一
二
名
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
作
業
者
間
で
職
務
を
分
担
し
、
八
台
の
機
械
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

一
七
九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

一
八

O

る。
と
は
い
え
、
こ
の
職
務
分
担
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
三
カ
月
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
の

は
、
作
業
者
聞
の
技
能
の
平
準
化
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

加
工
物
に
は
作
業
指
示
室
日
と
工
程
確
認
書
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
作
業
は
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
す
す
め
ら
れ
る
。
作
業
指
示
室
日
に
は
、

必
要
な
治
工
具
、
利
用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
番
号
|
|
く
り
返
し
生
産
の
た
め
多
く
の
加
工
物
に
つ
い
て
は
過
去
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
成
さ

れ
て
い
る
ー
ー
な
ど
が
記
入
さ
れ
、
工
程
確
認
書
に
は
作
業
条
件
な
ど
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

職
務
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
事
前
段
取

加
工
に
必
要
な
治
工
具
を
用
意
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
ら
を
調
整
し
、
加
工
物
と
一
緒
に
機
械
の
近
く
に
揃
え
て
お

く
。
作
業
指
示
書
に
治
工
具
は
指
示
さ
れ
て
い
る
が
、
治
具
の
改
善
や
調
整
は
、
作
業
者
の
経
験
や
知
識
に
依
存
し
て
い
る
。
事
前
段
取

が
、
作
業
の
中
で
も
っ
と
も
経
験
を
要
し
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

N
C
旋
盤
の
事
前
段
取
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
と
い
う
。

①
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

作
業
者
が

N
C
旋
盤
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
テ

l
プ
を
作
成
し
て
い
る
。
複
合
旋
盤
に
つ
い
て
は
、
生
産
技
術
部
の

技
術
職
が
担
当
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
と
い
っ
て
も
多
品
種
少
量
生
産
で
は
あ
る
が
、
基
本
は
く
り
返
し
生
産
の
た
め
既
存
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
が
多
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
は
、
切
削
条
件
の
変
更
、
加
工
条
件
の
変
更
な
ど
を
キ
I
入
力
す
る
だ
け
で
あ
り
、
難

し
い
作
業
で
は
な
い
。
ま
た
、
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
の
ば
あ
い
も
、
既
存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
考
に
し
て
作
成
で
き
る
た
め
難
し

く
な
い
と
い
う
。

③
機
械
の
操
作

具
体
的
に
は
、
機
械
へ
の
治
具
・
工
具
の
取
り
付
け
、
加
工
物
の
取
り
付
け
、

N
C
テ
l
プ
の
セ
ッ
ト
や
N
C
装
置

の
調
整
、
機
械
の
起
動
と
監
視
、
加
工
物
の
取
り
外
し
、
切
粉
の
清
掃
な
ど
で
あ
る
。
治
工
具
の
取
り
付
け
、
調
整
、
切
粉
の
状
態
に
よ



る
刃
物
の
瞳
耗
状
態
の
判
断
な
ど
の
作
業
は
、
汎
用
機
の
経
験
で
培
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

M
C
斑
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
は
生
産
技
術
部
の
技
術
職
が
行
な
っ
て
い
る
。
事
前
段
取
は
難
し
い
作
業
の
た
め
、
特
定
の
作
業
者

が
こ
れ
に
専
念
し
て
い
る
。

M
C
班
の
一
般
作
業
者
は
、
主
と
し
て
機
械
操
作
に
あ
た
っ
て
い
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
作
業
者
が
担
当
す
る
の
は
日
常
の
点
検
や
保
守
で
あ
り
、
定
期
点
検
や
大
規
模
な
修
理
は
工
務
課
な
い
し
工
作
機

械
メ
ー
カ
ー
が
担
当
し
て
い
る
。

以
上
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
生
産
技
術
部
で
行
な
う
事
例
と
、
作
業
者
が
行
な
う
事
例
と
を
紹
介
し
た
。

第
一
図
は
、

N
C
化
に
よ
る
作
業
内
容
の
変
化
と
調
査
対
象
職
場
に
お
け
る
職
務
分
担
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
と
づ

い
て
、

N
C
化
に
よ
る
労
働
内
容
の
変
化
、
職
務
分
担
の
変
化
を
考
察
し
よ
う
。

川
熟
練
の
分
解

旧
型
の
機
械
加
工
手
順
は
、
①
加
工
手
順
の
決
定
、
治
工
具
の
決
定
、
②
治
工
具
の
準
備
、
①
加
工
物
、
治
工
具
の

取
り
付
け
・
調
整
、
①
機
械
の
制
御
、
①
加
工
物
の
取
り
外
し
、
⑦
切
粉
の
清
掃
か
ら
な
る
。
こ
れ
が
、

N
C
機
に
よ
る
加
工
手
順
で

は
、
①
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
治
工
具
の
開
発
、
②
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
治
工
具
の
修
正
、
@
治
工
具
等
の
準
備
、
④
治
工
具
、
加
工
物
の
取
り
付
け

-
調
整
、
@
テ

i
プ
の
設
定
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
調
整
、
機
械
の
監
視
、
@
加
工
物
の
取
り
外
し
、
⑦
切
粉
の
清
掃
と
な
る
。
こ
れ
ら
の

職
務
が
す
べ
て
一
人
の
労
働
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
な
ら
ば
、
労
働
の
高
度
化
が
生
じ
る
と
い
え
る
が
、
実
際
に
は
分
業
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の
う
ち
開
発
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
で
技
術
者
が
行
な
っ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
は
約
半
数
の
事
例
で
作
業

者
が
行
な
っ
て
い
る
。
切
削
条
件
、
加
工
条
件
の
変
更
は
、
操
作
盤
で
の
キ

l
入
力
で
よ
く
難
し
い
作
業
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
作
業

者
が
ど
の
よ
う
な
手
順
で
、
い
か
な
る
治
工
具
を
用
い
て
、
ど
ん
な
条
件
で
加
工
す
る
か
を
考
え
る
思
考
過
程
が
、
技
術
者
に
よ
る
プ
ロ

現
代
日
本
に
お
け
る
M
B
技
術
と
産
業
合
理
化

八
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判
将
棋
惚
糾
提
言
長
員
総
111
く
殺
]1
t恥
(1

~
く
国
社
ト
〉

N
C
化
と
新
し
い
職
務
分
担
関
係

F
社

一部未熟練層

A
キ土T
工
場

第
1
図

V
 

VI 

く
汎
用
機
中
心
の
|
日
型
機
械
加
工
手
順
>
:
 

IV 

III 

V
 

H
 

同
前
，
6
頁
。
た
だ
し
，
事
例
調
査
に
も
と
づ
き
く
分
業
体
制
〉
の
一
部
を
修
正
し
て
あ
る
。

〈
出
所
〕



グ
ラ
ム
の
開
発
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
か
、
あ
る
い
は
た
ん
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
に
限
定
さ
れ
る
。
事
例
1
、
2
で
子
り
れ
た
よ
う

に
、
生
産
技
術
部
が
加
工
方
法
、
加
工
条
件
を
決
定
し
て
い
る
。

N
C機
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
理
解
し
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ほ
か
の
操
作
は
簡
単
化
し
て
お
り
、
習
熟
期
闘
は
半
年
な
い
し

(

5

)

 

一
年
に
短
期
化
す
る
。
こ
の
事
実
が
、
熟
練
の
分
解
、
労
働
の
単
純
労
働
化
を
証
明
し
て
い
る
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
分
業

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
H
技
術
者
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
日
作
業
者
と
い
う
分
業
の
根
拠
は
、

「
生
産
工
程
従

事
者
と
し
て
採
用
し
た
彼
ら
に
開
発
業
務
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
能
力
を
備
え
さ
せ
る
べ
く
教
育
投
資
を
す
る
こ
と
が
、
企
業
に
と
っ
て

ハ
6
U

必
ず
し
も
効
率
的
と
は
い
え
な
い
」
と
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
分
業
に
よ
っ
て
安
価
な
労
働
力
を
使
っ
た
ほ
う
が
、
企
業
の
利
潤
生
産
と

い
う
目
的
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
を
作
業
者
に
分
担
さ
せ
る
の
か
。

①

N
C
機
の
経
験
を
積
む
に
し
た
が
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の
標
準
化
が
す
す
み
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
業
が
容
易
に
な
る
。
②
技
術

者
が
修
正
作
業
ま
で
行
な
う
と
、
彼
ら
が
開
発
業
務
に
専
念
で
き
な
く
な
る
。
③
N
C機
の
操
作
自
体
は
簡
単
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
は

作
業
者
の
労
働
意
欲
が
低
下
す
る
。
③
生
産
現
場
で
の
作
業
者
の
判
断
や
経
験
を
生
産
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
分
業
体
制
が
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

川
職
務
の
拡
大

N
C
機
操
作
員
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
は
「
タ
テ
へ
の
職
務
の
拡
大
」
と
い
わ
れ
る
が
、

「
ヨ
コ
へ
の
職
務
の
拡

大
」
は
機
械
の
多
台
持
ち
で
あ
る
。

N
C機
稼
動
中
は
手
待
ち
に
な
る
の
で
、
多
台
持
ち
は
各
職
場
で
一
般
化
し
て
い
る
。

機
械
の
多
台
持
ち
が
進
展
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
機
種
を
扱
え
る
技
能
が
養
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
機

械
を
扱
う
た
め
の
習
熟
期
間
が
短
期
化
し
、
技
能
が
平
準
化
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
事
例
に
あ
る
よ
う
に
、
職
務
聞
の
ロ

i
テ
i

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化
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四

シ
ョ
ン
は
技
能
の
平
準
化
を
前
提
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
日
常
の
点
検
を
べ
っ
と
し
て
、
保
守
作
業
へ
の
「
職
務
の
拡
大
」
の
事
例
は
存
在
し
な
い
。

「
能
力
主
義
的
な
少
数
者
の
選
抜
と
そ
れ
に
た
い
す
る
集
中
的
な
教
育
を
通
し
て
の
核
の
形
成
、
こ
の
核
を
中

心
に
し
て

O
J
T
に
よ
る
周
辺
部
分
に
対
す
る
事
」
が

N
C
機
に
つ
い
て
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
事
例
1
に
お
い
て
、

c、
D
の
作
業

凶
能
力
主
義
的
養
成

者
が
核
労
働
者
と
な
り
、
配
転
さ
れ
て
き
た
労
働
者
を
O
J
T
で
教
育
し
て
い
る
。
①
祝
用
機
の
経
験
の
あ
る
者
、
②
新
技
術
に
順
応
性

の
あ
る
者
、
③
三

O
歳
代
前
半
ま
で
の
者
、
の
基
準
に
合
う
者
か
ら
少
数
者
を
選
び
、
核
労
働
者
を
形
成
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
そ

の
他
の
作
業
者
に
つ
い
て
は
O
J
T
が
中
心
で
あ
り
、
特
別
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
事
例
は
少
数
で
あ
る
。

N
C
化
率
が
低
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
適
応
能
力
の
あ
る
者
が
選
抜
さ
れ
て

N
C
機
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
核
労
働
者
の
能
力
主
義
的
養
成
は
、
労
働
者
間
に
差
別
と

競
争
を
つ
く
り
出
す
と
い
え
よ
う
。

電
機
労
連
調
査
部
に
よ
る
調
査
報
告
『
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
導
入
に
よ
る
労
働
の
質
的
変
化
と
職
場
秩
序
の
再
「
謹
は
、

M

E
機
器
導
入
職
場
の
す
ぐ
れ
た
事
例
調
査
安
合
ん
で
い
る
。

N
C
テ
i
ブ
作
成
班
、

F
M
S
、
半
導
体
工
場
の
事
例
を
み
た
う
え
で
、
労

働
過
程
の
変
化
を
総
括
し
い
叩

γ

事
例
3

L
社
E
事
業
所
(
室
電
シ
ス
テ
ム
機
器
製
造
工
場
)

調
査
対
象
は
、
材
料
加
工
部
N
C
テ
i
プ
作
成
班
で
あ
る
。
こ
の
班
は
材
料
技
術
部
技
術
員
の
板
金
課
へ
の
駐
在
と
い
う
形
を
と
り
、

設
計
部
と
生
産
現
場
と
の
間
に
あ
っ
て
ア
シ
ス
タ
ン
ト
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

N
C
テ
I
プ
作
成
班
は
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
作
業
を
専
門

に
担
当
す
る
。
班
員
は
主
任
一
名
、

一
般
四
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

板
金
課
は
、

N
C
タ
i
レ
ッ
ト
パ
ン
チ
を
中
心
と
し
た
作
業
組
織
に
な
っ
て
い
る
。

N
C
テ
l
プ
は
こ
の
班
が
作
成
し
、
機
械
の
管
理



は
駐
在
の
設
備
班
が
担
当
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
現
場
の
作
業
者
の
仕
事
は
、
機
械
の
操
作
と
日
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
な

る

N
C
テ
l
プ
斑
は
、
各
人
が
一
貫
し
て
図
面
の
分
析
、
仕
事
票
と
の
つ
け
合
せ
を
し
な
が
ら
、

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
作
業
を
し
て
い
る
。
仕

事
量
の
八
割
が
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
作
業
で
あ
る
。

「
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
作
業
自
体
は
一
カ
月
も
か
け
れ
ば
大
体
の
こ
と
は
で
き
る
が
、
現
場
で

の
経
験
が
も
の
を
い
う
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
物
の
加
工
の
仕
方
、
お
よ
び
前
後
工
程
へ
の
仕
事
の
影
響
を
頭
に
入
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
班
員
は
主
任
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
板
金
ラ
イ
ン
の
経
験
者
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
経
験
の
差
は
、

判
断
の
差
と
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
も
違
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
含
め
て
考
え
る
と
、

一
人
前
に
な
る
に
は
三
年
位
か
か
る
と
み
ら
れ

て
い
る
。
導
入
時
に
は
一
人
が
選
ば
れ
て
一
週
間
メ
ー
カ
ー
研
修
を
受
け
、
後
は
そ
の
人
を
中
心
に

O
J
T
で
知
識
を
伝
え
た
。

N
C化
に
よ
る
直
接
作
業
員
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

「
N
C
稼
動
中
、
ポ
ン
チ
と
金
型
と
の
関
係
を
音
と
切
削
に
よ
っ
て
判
断
し
、

金
型
の
交
換
や
ポ
ン
チ
の
研
磨
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
測
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
汎
用
機
で
の
経
験
が
な
い
と
ダ
メ
」
と
説
明
さ
れ
て
お

り
、
経
験
的
技
能
の
必
要
性
は
高
い
。

事
例
4

i
社

B
事
業
所
(
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
製
造
工
場
)

調
査
対
象
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ド
ァ
、
壁
パ
ネ
ル
、
天
井
な
ど
の
意
匠
板
金
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
生
産
シ
ス
テ
ム
で
加
工
し
て
い
る

F

ラ
イ
ン
で
あ
る
。
第
二
図
は
工
程
の
概
要
と
班
員
の
構
成
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
ラ
イ
ン
は
、
八
二
年
九
月
か
ら
稼
動
を
開
始
し
て
い
る
。
現
在
一
五
種
類
の
品
物
が
流
れ
て
い
る
が
、
寸
法
が
変
化
す
る
の
で
、

そ
れ
も
含
め
る
と
一
万
種
類
位
に
な
る
。
以
前
の
作
業
と
比
べ
る
と
、
四
四
名
分
の
仕
事
を
現
在
十
名
で
担
当
し
て
い
る
。
デ
バ
ッ
ク
対

策
が
終
る
と
将
来
は
六
名
体
制
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
代
日
本
に
お
付
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

一
八
五



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
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一
九
八
四
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B事業所・意匠板金係Fラインの工程図と労働力構成第2図

「子|
バキュームローダー N~ 5'~-_l;'. ;;ト NCL裂シャ

{':;..-ナγνスヤ

O内のB-Kは作業者の配置を示す。

年齢 勤続 採用形態 学臆 役職 担当職務 F7イン編成前の証名 備 芦~ 

A 41 23 中途 中II' 班長 板金

B 35 17 中 i主 中卒 (班長代行) 特殊板金 職業訓練所卒

C 31 12 正規 工業高校平 ナシ

i作玉
産業機械、特殊板金

D 27 8 正規 工業高校卒 ナシ Fライン、説計応援

E 22 3 正規 工業同校卒 ナシ 板金

F 31 12 正規 工業高校卒 十シ DMSのテープづ<1) (病欠)
(、x 31 12 正規 工業高校卒 ナン オベレーター 低金

H 40 11 中途 中卒 IPBの1) ダ) 板金 PBの汎用機経験者
I 29 10 正規 工業高校卒 ナシ 産業機械

J 28 9 正規 農業高校卒 ナシ 設{晴

K 27 8 疋規 工業高校卒 ナシ 機械 PBの汎用機経験者
(注)全員男子。
(出所) 電機労連『調査時報』第182号、 1983年7月、 173頁。

一
八
六

班
員
の
構
成
に
あ
た
っ
て
は
、

「
高
卒
の
優
秀
な
人
を
採
用
し

た
」
と
い
う
。
平
均
年
齢
は
一
一
一
一
・
一
歳
で
あ
り
、
事
業
所
平
均

一
八
歳
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
設
備

系
、
ラ
イ
ン
の
担
当
者
、
メ
ー
カ
ー
が

1
/
3
ず
つ
分
担
し
て
い

る
が
、
今
後
の
方
向
と
し
て
は
、
白
常
点
検
は
現
場
、
定
期
検
修

は
設
備
系
の
担
当
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

仕
事
の
内
容
は
、
班
長
業
務
を
除
く
と
、
材
料
ど
り
、
オ
ペ
レ

i
夕
、

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
プ
レ
ス
プ
レ
ー
キ

(
P
B
)
作
業
と

な
る
。
作
業
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

①
オ
ペ
レ
ー
タ

(
註
文
)
マ
ス
タ
ー
テ

l
プ
を
ミ
ニ
コ
ン

に
セ
ッ
ト
し
編
集
し
な
お
す
。
こ
の
作
業
と
始
業
時
の
機
械
の
準

備
、
ラ
ベ
ル
の
補
充
、
機
械
の
点
検
が
主
な
作
業
、

一
人
前
に
な

る
に
は
半
年
か
か
る
。

①
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

材
料
の
大
き
さ
、
穴
の
位
置
を
展
開
図
を

見
な
が
ら
入
力
し
て
い
く
。

F
ラ
イ
ン
標
動
以
前
に
も
切
断
面
を

作
成
し
、
機
械
に
ま
わ
し
て
い
た
が
、
こ
の
作
業
が
コ

l
デ
ィ
ン

グ
作
業
に
か
わ
っ
た
。



③

P
B
 
ラ
ベ
ル
を
読
み
取
り
機
が
自
動
的
に
読
み
、
ミ
ニ
コ
ン
か
ら
加
工
の
指
示
が
出
る
。
作
業
者
は
そ
れ
を
確
認
し
て
マ
ゲ
加
工

を
す
る
。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
情
報
が
正
し
け
れ
ば
、
作
業
は
完
全
に
自
動
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
正
し
く
な
い
場
合
は
、
作
業
者
が
加
圧

力
の
調
整
、
寸
法
の
補
正
を
し
、

N
C
装
置
に
数
字
を
入
力
し
て
マ
ゲ
加
工
を
す
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
汎
用
機
で
の
経
験
を
必
要
と
す

る
。
汎
用
機
で
は
、
作
業
者
は
作
成
図
を
み
な
が
ら
、
角
度
、
寸
法
を
頭
に
入
れ
、
加
圧
力
を
調
整
し
、
機
械
を
操
作
し
て
い
た
。
こ
れ

に
比
べ
る
と
、
こ
の
ラ
イ
ン
の

P
B
は、

一
人
前
に
な
る
の
に
「
半
年
、
ま
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
に
は
三
年
」
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
習
熟
期
間
は
短
期
化
し
て
い
る
。
他
の
班
で
あ
る
構
造
板
金
の

P
B
に
つ
い
て
は
、

一
人
前
に
な
る
の
に
五
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。こ
の
結
果
、

F
ラ
イ
ン
全
体
の
オ
ペ
レ

l
ト
と
P
B
が
標
準
的
に
で
き
る
に
は
一
年
か
か
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

事
例
5

J
社
C
事
業
所
(
半
導
体
量
産
工
場
)

現
在
の
従
業
員
数
は
五
九

O
名
、
そ
の
う
ち
男
子
五
三
一
名
、
女
子
五
九
名
で
あ
る
。
従
業
員
は
す
べ
て
正
社
員
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
や

臨
時
工
は
一
人
も
い
な
い
。
半
導
体
産
業
は
設
備
更
新
の
テ
ン
ポ
が
三
年
と
短
い
が
、
こ
の
事
業
所
で
は
三
交
替
制
を
と
ら
ず
二
交
替

(
A
勤
六
一
四
五
|
一
五
一

O
O、
B
勤
一
五
一
一
五
l
二
三
一

O
O
)
制
を
と
っ
て
い
る
。

半
導
体
職
場
は
拡
散
工
程
、
部
品
加
工
工
程
、
組
立
工
程
、
封
止
、

マ
i
キ
ン
グ
工
程
と
分
か
れ
て
い
る
。

M
E
機
器
が
駆
使
さ
れ
、

作
業
の
連
続
化
が
計
ら
れ
、
作
業
内
容
も
断
続
的
な
監
視
労
働
化
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

主
な
職
場
の
作
業
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

①
拡
散
工
程
は
、
暗
室
(
マ
ス
ク
合
せ
)
、

エ
ッ
チ
ン
グ
(
マ
ス
ク
の
洗
浄
、
穴
あ
け
て
拡
散
炉
(
酸
化
膜
を
つ
く
る
)
、

エ
ピ
タ
キ

シ
ャ
ル
(
半
導
体
の
基
盤
作
り
〉
、
ア
ル
ミ
蒸
着
(
配
線
形
成
〉
、
サ
イ
ロ
ッ
ク
ス

(
膜
作
り
て

中
間
検
査
を
主
な
作
業
内
容
と
し
て
い

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

十
八
七
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「
仕
事
は
オ
ベ
レ

l
ト
で
あ
る
。
仕
事
そ
の
も
の
は
特
に
知
識
を
必
要
と
し
な
い
。
ガ
ス
等
を
使
う
の
で
安
全
に
注
意
。
ブ
ロ
ー
チ
ャ

ー
ト
が
完
備
し
て
い
れ
ば
新
入
社
員
で
も
で
き
る
」
(
現
場
監
督
者
Y

「
オ
ベ
レ
ー
ト
自
体
は
誰
が
や
っ
て
も
で
き
る
。
決
め
ら
れ
た
条
件
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
作
業
手
願
書
で
分
か
る
。
問
題
は
ト
ラ
ブ
ル

処
理
だ
が
、

マ
シ
ン
キ

l
パ
ー
が
お
り
、
ま
た
業
者
が
常
駐
体
制
で
処
理
に
あ
た
っ
て
い
る
。
以
前
と
の
違
い
は
監
視
労
働
が
増
え
た
こ

と
女
子
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
ハ
同
右
)
。

「
い
ず
れ
の
仕
事
も
作
業
す
る
だ
け
で
あ
れ
ば
三
カ
月
で
よ
い
。
ト
ラ
ブ
ル
処
理
を
考
え
る
と
二
年
位
か
か
る
」
(
班
長
代
行
〉
。

②
部
品
加
工
は
、
バ
ッ
グ
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
、
金
蒸
着
、
ダ
イ
シ
ン
グ
ソ

l
、
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
!
と
い
っ
た
作
業
か
ら
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
単
位
作
業
は
、
二
週
間
位
あ
れ
ば
オ
ペ
レ
!
ト
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
含
め
て
、
職
場
全
体
の
こ
と
が
で
き

る
に
は
半
年
と
み
ら
れ
て
い
る
。
機
械
の
最
低
限
の
ト
ラ
ブ
ル
処
理
を
す
る
マ
シ
ン
キ

l
パ
l
は
、
三
年
位
か
か
る
と
さ
れ
て
い
る
。

①
組
立
工
程
は
ダ
イ
ス
ボ
ン
ド
、
ワ
イ
ヤ
ボ
ン
ド
、
中
間
検
資
か
ら
な
っ
て
い
る
。
機
械
の
多
台
持
ち
の
目
立
つ
職
場
で
あ
る
。
ダ
イ

ス
ボ
ン
ド
、
ワ
イ
ヤ
ボ
ン
ド
の
仕
事
は
顕
微
鏡
を
覗
く
手
作
業
か
ら
機
械
の
オ
ベ
レ

i
ト
へ
と
転
換
し
た
。
オ
ペ
レ

l
ト
に
必
要
な
テ

i

プ
作
り
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
が
テ

l
プ
リ
ー
ダ
ー
に
読
み
取
ら
せ
製
品
ご
と
に
作
っ
て
い
る
。
テ
ー
プ
作
成
の
手
順
は
手
順
書
に
記
入
さ
れ

て
お
り
、
ボ
タ
ン
操
作
で
よ
く
、

一
l
i

二
週
間
の
訓
練
で
や
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
含
め
、

一
応
の
こ
と
が
職
場
で
で
き
る
の
に
必
要
な
期

聞
は
、
ダ
イ
ス
ポ
ン
ド
三
カ
庁
、
ワ
イ
ヤ
ボ
ン
ド
一
カ
足
と
い
わ
れ
て
い
る
Q

封
止
、

マ
l
キ
ン
グ
工
程
や
検
査
工
程
に
も
共
通
の
傾
向
を
指
摘
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
半
導
体
工
場
は
手
作
業
部
分
を
少
な
く
し
、
作
業
の
オ
ベ
レ

i
ト
化
、
監
視
労
働
化
を
す
す
め
、
労
働
内
容
の
単
純



化
を
も
た
、
り
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
人
材
育
成
と
仕
事
に
刺
激
を
も
た
せ
る
た
め
職
場
内
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
短
期
間
で
お
こ
な
っ

て
い
る
。
労
働
の
平
準
化
に
よ
り
、
査
定
項
目
は
「
協
調
性
、
意
欲
、
仕
事
態
度
、
技
能
な
ど
が
基
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
常
の
作
業
で

は
差
が
つ
か
ず
、
結
果
と
し
て
意
欲
や
協
調
性
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
な
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

M
E
化
に
よ
る
経
験
的
技
能
の
解
体
の

姿
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、

M
E
技
術
の
導
入
は
、
労
働
過
程
を
い
ち
じ
る
し
く
変
化
さ
せ
て
い
る
。

M
E
技
術
導
入
に
よ
る
労
働
内
容
、
労
働

編
成
の
変
化
を
ま
と
め
よ
う
。

(1) 

多
品
種
少
量
生
産
、

N
C
加
工
工
程
の
ば
あ
い
、
基
本
と
な
る
機
械
の
制
御
は
N
C
テ
l
プ
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
て
い
る
が
、
経

験
的
技
能
の
必
要
と
さ
れ
る
余
地
も
大
き
い
。
①
N
C
テ
i
プ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
汎
用
機
の
経
験
者
の
ほ
う
が
加
工
条
件
を
考
慮
し

た
テ

l
プ
を
作
成
し
う
る
。
③
機
械
の
稼
動
中
に
お
い
て
も
労
働
者
の
経
験
と
知
識
に
も
と
づ
く
機
械
の
調
整
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、

「
従
来
の
技
能
の
ほ
か
に
新
し
い
技
能
が
必
要
と
な
っ
た
」
工
程
が
多
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

N
C
テ
l
プ
作
成
の
標
準
化
、
機
械
化
は
経
験
の
必
要
性
を
少
な
く
し
、
現
に
短
期
間
で
テ
!
プ
作
成
を
習
得
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
テ
!
プ
の
作
成
は
技
術
者
の
仕
事
か
ら
、
技
能
者
な
い
し
特
殊
技
能
者
の
仕
事
に
変
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
機
械
の

自
動
制
調
化
は
労
働
者
の
経
験
に
も
と
づ
く
調
整
機
能
を
よ
り
い
っ
そ
う
機
械
化
す
る
方
向
に
あ
り
、
経
験
的
技
能
の
必
要
性
は
漸
次
低

下
す
る
と
い
え
よ
う
。
新
し
い
技
能
は
、
従
来
の
技
能
よ
り
も
習
熟
期
聞
が
短
期
化
し
て
お
り
、
し
か
も
従
来
の
技
能
の
必
要
性
は
低
下

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
は
複
合
化
、
高
度
化
す
る
の
で
は
な
く
単
純
化
す
る
。

(2) 

F
M
S
、
半
導
体
製
造
工
場
な
ど
の
高
度
な
M
E
技
術
の
応
用
形
態
で
は
、
労
働
内
容
の
変
容
、
労
働
の
単
純
化
、
平
準
化
が
い

ち
じ
る
し
い
。
現
代
日
本
に
お
け
る
M
B
技
術
と
産
業
合
理
化

一
八
九
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板
金
加
工

F
M
S
、
半
導
体
職
場
に
お
い
て
は
、
ど
の
作
業
も
標
準
化
さ
れ
て
お
り
、
特
別
の
訓
練
、
知
識
な
し
で
半
年
も
あ
れ
ば
一

人
前
に
仕
事
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

M
E
化
は
、
労
働
内
容
を
人
間
の
労
働
能
力
を
多
面
的
に
使
う
熟
練
作
業
や
機
械
の
制
御
か
ら
、
情
報
の
キ
I
入
力
、
機
械
の
監
視
・

調
整
お
よ
び
機
械
の
点
検
に
変
え
て
い
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、

一
部
で
は
労
働
の
知
的
高
度
化
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
高
度
な
情

報
機
器
を
扱
う
労
働
が
、
必
ず
し
も
内
容
の
豊
か
な
労
働
だ
と
い
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
さ
れ
た
技
術
を
、
作
業

手
順
書
に
し
た
が
っ
て
操
作
す
る
労
働
は
、
形
態
は
一
見
す
る
と
高
度
で
あ
る
が
、
作
業
内
容
の
技
術
的
意
味
の
理
解
を
欠
い
て
い
る
ぱ

あ
い
に
は
一
面
化
さ
れ
た
単
純
労
働
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

労
働
内
容
の
単
純
化
、
平
準
化
に
対
処
す
る
た
め
、
要
員
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
多
能
工
化
が
計
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、

働
の
人
間
化
」
、
労
働
者
の
全
面
的
発
達
の
方
向
に
む
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

(3) 

「労

作
業
者
の
①
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
②
機
械
の
操
作
・
監
視
、
①
修
理
、
保
守
の
分
担
関
係
を
み
て
み
よ
う
(
第
三
表
、
第
四
表
、
第
五

表)。み
ら
れ
る
よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
化
が
す
す
む
に
し
た
が
っ
て
、
作
業
者
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
関
与
し
な
く
な
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

と
操
作
・
監
視
と
の
分
担
関
係
を
み
る
と
、
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
「
別
の
人
が
行
な
っ
て
い
る
」
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

操
作
・
監
視
と
修
理
・
保
守
と
の
分
担
関
係
を
み
る
と
、

「
ほ
と
ん
ど
同
じ
人
が
行
な
っ
て
い
る
」
ば
あ
い
は
か
な
り
少
な
い
の
で
あ

る

こ
の
結
果
で
み
る
か
ぎ
り
二
二
つ
の
職
務
の
分
業
化
が
指
摘
で
き
よ
う
。
「
労
働
の
人
間
化
」
、
労
働
者
の
発
達
の
た
め
に
は
労
働
の
多

面
性
の
獲
得
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
実
に
貫
く
傾
向
は
こ
れ
と
矛
盾
し
て
い
る
。
機
械
制
大
工
業
の
高
度
な
発
展
に
よ
る
労
働
の
転
換
、



第3表 システム化と技能・作業者がプログラムを行なう程度 C%) 

現
代
日
本
に
お
け
る

M
E技
術
と
産
業
合
理
化

これまでののシス
テム化の程度 計 15232It前な何段判長2

11M)|竺 I33.9) 25.3 I ].2 計

非常に進んでいる 100.0 12.5 31. 3 50.0 6.3 ( 16) 

やや進んでいる
100.。

35.5 40.5 23.1 0.8 (121) 

ほとんど進んでいない 100.0 35.6 30.3 25.0 9.1 (132) 

〈出月号) f湾前.114頁。

第4表 システム化の程度別にみたフログラム作成と『機器』の操作・

監視の分業関係 (%) 

i別;子治:1一部同じ Ilie A，ど同)s
行 て|人が行な|じ人が行な Z
L、る !ってL、る|ってL、る 日

これまでのシステ
ム化の程度 計

計 L~84)|31. 8 

31 

非常に進んでいる 43.8 12.5 6.3 37.5 

やや進んでいる 21. 5 33.1 

山川 9.1 ほとんど進んでいない 30.3 29.5 

(出所〉 間前， 115頁。

第5表 システム化の程度別にみた修理，保守業務と『機器』の操作・

監視業務の分業関係 (%) 

九

これまでのシステ [別山 部向じlほとん「
ム化の程度 計 行なって 人が行なじ人が行な R-E'

いる っているっている

計 6.9 (277) 

非常に進んでいる
100.0 50.0 31. 3 12.5 6.3 ( 16) 

やや進んでいる 100.0 37.2 52.1 10.7 (121) 

ほとんど進んでいない
100.0 43.9 28.8 18.2 9.1 (132) 

〈出所〉 同前.116資。
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労
働
者
の
可
動
性
の
基
礎
と
な
る
労
働
能
力
の
向
上
の
必
要
性
と
、
労
働
者
を
一
面
的
な
労
働
に
固
定
化
し
安
価
な
労
働
力
と
し
て
利
用

し
よ
う
と
す
る
資
本
主
義
的
傾
向
と
の
矛
盾
が
、

M
E
化
に
よ
り
い
っ
そ
う
深
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

(
l
w

職
業
訓
練
研
究
セ
ン
タ
ー
「
技
術
革
新
・
中
高
齢
化
と
人
材
の
有
効
活
用
に
関
す
る
調
査
」
(
一
九
八
三
年
三
月
調
査
実
施
)
、
同
編
『
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
時
代
の
人
材
開
発
』
(
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
八
三
年
六
月
)
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
?
以
下
、
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

(

2

)

労
働
省
統
計
情
報
部
『
技
術
革
新
と
労
働
に
関
す
る
調
査
の
概
要
』
(
一
九
八
二
年
一
一
月
調
査
実
施
、
八
三
年
八
月
発
表
)
一
一
真
に
よ
る
。

以
下
、
『
技
術
革
新
と
労
働
に
関
す
る
調
査
』
と
略
記
す
る
。

〈

3
)
一
一
雇
用
職
業
総
合
研
究
所
『
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
タ
ト
ロ
-
一
ク
ス
の
雇
用
に
及
ぼ
す
質
的
影
響
に
関
す
る
研
究
報
告
音
H
i
s
-
機
械
加
工
栽
場
を
中
心
に

|
|
』
一
九
八
三
年
六
月
@
調
査
対
象
六
事
業
所
の
保
有
機
械
の

N
C化
率
は
、
約
九
な
い
し
二
一
一
%
と
な
っ
て
い
る
@

(

4

)

事
例
1
、
2
は
、
同
書
三
九
六
四
頁
に
よ
る
@

ハ
5
)
C
社
A
ヱ
場
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
汎
用
工
作
機
の
習
熟
期
聞
は
四
年
位
か
か
る
と
み
と
ら
れ
て
い
る
の
に
た
い
し
、

N
C
工
作
機
で
は

三
カ
月
で
操
作
が
可
能
、
六
方
月
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
読
解
が
可
能
、
一
年
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
(
同
書
、
六
八
一
員
Y

ま

た
D
祉
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

N
C
機
の
謙
作
は
一
週
間
位
あ
れ
ば
覚
え
る
こ
と
が
で
き
、
既
存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
玉
条
件
等
の
変
更
を
行
な
っ
て

自
由
に
N
C
機
を
使
い
こ
な
す
に
は
半
年
も
あ
れ
ば
十
分
と
さ
れ
て
い
る
(
同
書
、
七
六
頁
)
@

ハ
6
)

阿
室
田
一
一
真
。

(

7

)

同
書
一
一
ー
一
二
頁
@

ハ
8
〉
問
書
二
五
頁
@

(

9

V

電
機
労
連
調
査
部
『
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
導
入
に
よ
る
労
働
の
質
的
変
化
と
職
場
秩
序
の
再
編
』
(
電
機
労
連
『
調
査
時
報
』
第
一

八
二
号
、
一
九
入
三
年
七
月
、
所
収
Y
以
下
、
電
機
労
連
調
査
E
と
略
記
す
る
@

(叩
υ

事
例
3

5

は
、
問
書
一
七

O
i
一
七
六
頁
に
よ
る
。

ハロ
V

電
機
労
連
企
画
部
『
電
機
産
業
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
が
雇
用
と
労
働
に
与
え
る
影
響
』
(
『
調
査
時
報
』
同
号
所
収
〉
、

-
一
四

i
一
一
七
頁
に
よ
る
@
以
下
、
電
機
労
連
調
査
I
と
略
記
す
る
@



M
E
技
術
に
よ
る
省
方
化
の
実
態

M
E
技
術
を
応
用
し
た
自
動
制
御
機
械
を
導
入
し
た
生
産
工
程
で
は
、
配
置
人
員
の
削
減
、
配
置
転
換
、
中
高
年
者
の
職
務
不
適
応
な

ど
が
発
生
す
る
。
こ
れ
ま
で
、
わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
た
い
し
て
日
本
的
雇
用
慣
行
、
労
使
協
議
に
よ
っ
て
有
効
に
対
処
し
深

刻
な
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
と
す
る
見
解
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
八
二
年
か
ら
八
三
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
実
態
調
査
は
、
問
題
の

深
刻
な
側
面
を
浮
び
上
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
節
で
は
、

M
E
技
術
の
導
入
に
よ
る
省
力
化
の
実
態
を
中
心
に
し
て
、

M
E
技
術
の
労
働
者
へ
の
影
響
を
考
察
し
よ
う
。

『
企
業
内
労
働
力
の
有
効
活
用
に
関
す
る
実
態
調
査
』
の
な
か
で
、

た
省
力
化
・
自
動
化
施
策
」
を
調
査
し
て
い
J
U
。
調
査
対
象
は
、
建
設
業
、
製
造
業
、
卸
売
・
小
売
業
、
金
融
・
保
険
業
、
運
輸
・
通
信

雇
用
職
業
総
合
研
究
所
は
、

「
最
近
五
年
間
の
あ
い
だ
に
実
施
し

業
、
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
に
わ
た
っ
て
い
る
。
回
答
企
業
二
二
九
一
社
。

過
去
五
年
間
に
省
力
化
・
自
動
化
を
実
施
し
た
企
業
法
、

「
か
な
り
実
施
し
た
)
一
一
七
・
四
労
、

「
少
し
実
施
し
た
」
一
三
・

o
w
m
で

あ
り
、
約
六
割
の
企
業
が
な
ん
ら
か
の
自
動
化
・
省
力
化
を
図
っ
て
い
る
。
自
動
化
・
省
力
化
の
実
施
が
多
い
業
種
は
、
金
融
・
保
険

(
八
六
・
一
%
)
、
自
動
車
(
七
五
・

o
v
m
)
、
電
機
(
七

0
・
八
Mm)
、
食
料
品
(
七

0
・
七
Mm)
、
繊
維
(
六
七
・
七
Mm)
、
化
学
(
六

六
・
一
一
%
〉
な
ど
で
あ
る
。

(

2

)

 

ど
の
よ
う
な
自
動
化
・
省
力
化
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
、
具
体
例
を
み
て
お
こ
う
。

①
金
融
・
保
険

同
「
現
金
自
動
支
払
機
、
自
動
両
替
機
の
導
入
な
ど
で
約
二

O
O人
分
の
省
力
化
を
行
な
っ
た
」

ω
「
窓
口
業
務
の

機
械
化
で
約
五

O
人
程
度
を
削
減
し
、
銀
行
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
約
一

O
O人
程
度
を
省
力
化
し
た
」
帥
「
総
合
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

一
九
三
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よ
り
最
近
の
二
年
間
で
、
従
業
員
が
七

O
人
余
剰
と
な
っ
た
」
な
ど
が
あ
る
。

②
自
動
車

向
「
組
立
職
場
に
ロ
ボ
ッ
ト
五

O
台
を
導
入
し
、
作
業
員
一
ニ

O
O人
が
一
五

O
人
に
減
少
し
た
」

ω
「
部
品
職
場
の
プ
レ

ス
加
工
部
門
に
自
動
プ
レ
ス
を
導
入
し
て
人
員
が
五

O
M
mほ
ど
減
少
し
た
」

ω
「
車
両
管
理
部
門
の
入
出
庫
管
理
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
従

業
員
五
人
を
省
力
化
し
、
営
業
部
門
へ
配
転
し
た
」
な
ど
が
あ
る
。

④
電
気
機
械

同
「
電
気
部
品
の
プ
レ
ス
工
程
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
、
従
業
員
を
三
分
の
ニ
ほ
ど
削
減
し
た
」

ω
「テ

i
プ
レ
コ
!

ダ
!
の
プ
リ
ン
ト
板
製
造
工
程
を
自
動
化
し
、
女
子
作
業
員
の
手
作
業
を
六

O
勿
ほ
ど
削
減
し
た
」
帥
「
カ
ラ
l
ブ
ラ
ウ
ン
管
組
立
工
程

の
最
終
検
査
職
場
に
自
動
検
査
装
置
を
ニ
ム
口
導
入
し
、
そ
の
結
呆
五

O
人
い
た
作
業
員
が
コ
一

O
人
に
な
ワ
た
」
な
ど
が
あ
る
。

①
食
料
品

同
「
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
生
産
に
自
動
設
備
含
導
入
し
、
生
産
能
力
が
三
倍
と
な
り
、
従
業
員
が
一
八
人
か
ら
九
人
に
減
少

し
た
」

ω
「
冷
環
乾
燥
工
程
に
連
続
自
動
装
置
を
導
入
し
、
従
業
員
が
五
三
人
か
ら
一
一
一
一
一
人
に
減
少
し
た
」
同
「
発
注
、
計
算
部
門
の
つ

ン
ピ
ュ

l
タ
化
を
す
す
め
、
人
員
を
従
前
の
三
分
の
二
と
し
た
」
な
ど
が
あ
る
。

④
繊
維
工
業

同
「
製
糸
部
門
に
自
動
捲
取
機
を
八
台
導
入
し
、
仕
上
工
程
女
子
一
二
人
を
省
力
化
し
た
」

ω
「
ニ
ッ
ト
の
編
立
機
を

マ
イ
コ
ン
付
の
編
機
に
切
り
替
え
、
工
期
の
能
率
を
約
四
!
五
倍
に
あ
げ
た
」
川
「
製
造
部
門
で
新
鋭
機
械
、
お
よ
び
独
自
開
発
機
械
を

導
入
し
、
ラ
!
日
シ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
、
工
程
の
整
備
に
よ
り
、
大
幅
な
人
員
削
減
を
行
た
っ
た
」
な
ど
が
あ
る
。

@
化
学
一
般

同
「
製
造
部
門
の
成
型
ロ

l
ル
そ
の
他
の
工
程
を
自
動
化
し
、

一
五
二
人
の
人
員
が
六
六
人
に
減
少
し
た
」

ω
「
製
造

部
門
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
マ
シ
ン
三
台
を
導
入
し
、
六

O
人
の
人
員
が
ニ

O
人
に
減
少
し
た
」

ω
「
計
数
経
理
面
と
給
与
計
算
の
人
員
が
コ
ン

ビ
ュ

l
タ
化
で
一

O
O人
以
上
減
少
し
た
」
な
ど
が
あ
る
。

以
よ
か
ら
、
重
化
学
工
業
、
軽
工
業
を
周
わ
ず
、
多
く
の
産
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
で
自
動
化
・
省
力
化
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が



自動化・省力化施策の導入と配置転換

省力化が主目的
でない

余剰人買が発生
したが配転せず

以前の知識・
技能活用でき
ザ
(3.8)(11.4) 

第3図

導入職場から他職 他職場から導入職 自己転がなかった理
場配転理由 場配転理由 由

I (12.7)(21.5) 
BとCの両方があった 「汚ゴ)[12.0

導入職場における
配転の有無現

代
日
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

〈注) ( J内の数字は該当企業を100とした比率a

〈出所〉麗用職業総合研究所『企業内労働カの有効活用に関する実態調査~ 1982年9月，

195頁。

分
か
る
@
M
E
技
術
は
浸
透
力
が
強
く
、
あ
ら
ゆ
る
工
程
の
「
合
理

化
」
に
応
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
図
は
、
自
動
化
・
省
力
化
実
施
職
場
に
お
け
る
配
置
転
換
の

実
態
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

自
動
化
・
省
力
化
実
施
職
場
で
、
配
転
を
行
な
っ
た
企
業
は
四
割

で
あ
る
。

「
導
入
職
場
か
ら
他
職
場
へ
の
配
転
」
が
二
七
・
三
%
、

「
他
職
場
か
ら
導
入
職
場
へ
の
配
転
」
が
六
・
八
Mm
と
な
っ
て
い

る
。
両
方
と
も
あ
っ
た
と
す
る
職
場
を
加
え
る
と
、
導
入
職
場
か
ら

の
配
転
は
、
三
三
・
三
労
と
な
る
。

配
転
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、

「
業
務
量
の
増
大
」

ー「

省

力
化
が
主
目
的
で
は
な
い
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

M
E
化
が
生
産

能
力
の
拡
大
、
生
産
方
法
の
柔
軟
化
の
た
め
に
も
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、

「
余
剰
人
員
が
発
生
し
た

が
配
転
せ
ず
」
と
す
る
企
業
が
七
・
一

Mm存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

適
当
な
配
転
先
が
み
つ
か
ら
な
い
た
め
企
業
内
「
過
剰
雇
用
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

導
入
職
場
か
ら
他
職
場
へ
の
配
転
を
実
施
し
た
企
業
は
、
そ
の
理

一
九
五
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由
と
し
て
「
余
剰
人
員
の
発
生
」
を
あ
げ
て
い
る
。
「
新
職
務
不
適
応
者
の
発
生
」
は
一
必
と
少
な
い
。
と
は
い
え
、
択
一
問
答
方
式
に
よ

る
調
査
の
た
め
「
新
職
務
不
適
応
者
」
が
「
余
剰
人
員
L

に
含
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

中
高
年
労
働
者
の
新
職
務
不
適
応
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
新
職
務
不
適
応
が
発
生
し
た
企
業
が
二
五
・
九
Mm
に
の
ぼ

っ
て
山
J
V
。
一
部
門
別
で
は
、
現
業
部
門
が
高
く
、
三

7
0勿
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
で
は
、
新
職
務
一
小
適
応
の
発
生
は
六
割

の
高
率
に
達
し
て
い
る
。
今
後
、

「
新
職
務
不
適
応
者
」
の
処
遇
が
深
刻
な
問
題
と
な
ろ
う
J

乎
均
配
転
者
比
率
は
一
七
・
九
Mm
で
、
配
置
人
員
の
約
二
割
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

同
O
歳
以
上
の
中
高
年
者
を
配
転
し
た
企
業
は
、
六
一
・
七
%
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
他
職
場
か
ら
導
入
職
場
へ
中
高
年
者
を

配
転
し
た
企
業
は
、
コ
一
五
・
五
銘
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、

M
E
機
器
導
入
職
場
か
ら
中
高
年
'
者
が
排
除
さ
れ
、
若
年
者
が
新
た
に
流
入

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
新
職
務
適
任
者
の
補
充
」
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

M
E
化
に
よ
っ
て
発
生
し
た
新
職
務
を
当
該

職
場
の
要
員
で
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
た
な
要
員
を
配
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

他
職
場
か
ら
の
配
転
理
由
は
、

配
置
転
換
に
つ
い
て
考
察
す
る
ば
あ
い
、
従
業
員
が
こ
れ
ま
で
に
習
得
し
た
技
能
や
知
識
を
生
か
せ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。

配
転
先
で
、
「
以
前
の
知
識
・
技
能
を
活
用
で
さ
る
」
三
。
・
六
Mm
、
「
異
職
種
だ
が
以
前
の
知
識
・
技
能
を
活
用
で
き
る
」
五
人
劣
、

「
以
前
の
知
識
・
技
能
を
活
用
で
き
な
い
」

一
一
・
四
Mm
と
な
っ
て
い
る
。
配
転
者
の
三
割
は
以
前
と
同
種
の
職
務
に
就
い
て
い
る
が
、

七
割
の
者
は
以
前
と
異
な
る
職
種
に
就
い
て
い
る
。

一
割
の
者
は
、
配
転
先
に
お
い
て
知
識
や
技
能
を
ま
っ
た
く
生
か
す
こ
と
が
で
き
な

ぃ
。
六
割
の
者
は
、
異
職
種
だ
が
以
前
の
知
識
や
技
能
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
企
業
に
よ
り
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
生
か

せ
る
の
か
こ
の
調
査
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
実
際
に
は
、
異
職
種
に
配
転
さ
れ
た
者
は
、
以
前
の
知
識
や
技
能
を
生
か
す
J
A

ぐ
か
な
り
の



ハ
7
V

努
力
を
強
い
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

あ
る
電
機
メ
ー
カ
ー
の
人
事
担
当
者
は
、
配
転
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
何
が
太
事
か
と
い
え
ば
、
や
は
り
作
業
者
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
ど
こ
の
職
場
は
今
仕
事
が
足
り
な
い
、
こ
こ
は

余
コ
て
い
る
と
い
う
は
あ
い
、
余
つ
で
い
る
職
場
か
ら
仕
事
の
多
い
職
場
へ
の
作
業
者
の
移
動
は
日
常
茶
飯
事
と
し
て
行
な
っ
て
い
ま

す
。
で
き
る
だ
け
キ
ャ
リ
ア
を
に
ら
み
な
が
ら
配
置
す
る
わ
け
で
す
が
、
メ
ッ
キ
し
か
や
っ
た
こ
と
の
な
い
人
を
組
立
て
に
固
さ
ざ
る
を

え
な
い
こ
と
も
現
実
に
は
あ
る
わ
け
勺
土
。

「
作
業
者
を
遊
ば
せ
な
い
」
よ
う
に
日
常
茶
飯
事
に
作
業
者
を
移
動
さ
せ
て
い
る
わ
が
国
で
は
、
作
業
者
の
以
前
の
知
識
や
技
能
を
十

分
り
生
か
せ
る
職
場
を
選
ぶ
余
裕
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

M
E
導
入
職
場
で
の
「
新
職
務
不
適
応
者
の
発
生
」
は
少
な
い
と
し
て
も
、
「
余

剰
人
員
」
が
配
転
先
で
「
新
職
務
不
適
応
」
に
陥
る
可
能
性
は
か
な
り
あ
る
と
い
い
え
よ
う
。

労
働
省
の
『
技
術
革
新
と
労
働
口
関
す
る
調
査
』
に
よ
れ
ば
、

M
B機
器
の
導
入
事
業
所
は
調
査
対
象
事
業
所
約
一
万
の
う
ち
六
割
に

達
し
て
い
る
。

M
E
機
器
を
導
入
す
る
前
と
後
と
を
比
べ
て
導
入
工
程
に
お
け
る
労
働
者
数
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
み
る
と
、

い
」
工
程
が
五
五
・
五
%
あ
る
が
、

「
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

寸
配
置
λ
員
が
減
少
し
た
」
工
程
が
三
八
・
五
労
、
「
無
人
化
し
た
」
工
程
が
一
・
二
一
労
あ
り
、
「
配

置
人
員
が
増
加
し
た
」
工
程
は
四
・
五
銘
に
.
す
ぎ
な
い
。
こ
の
調
査
に
お
い
て
も
M
E
機
器
の
導
入
工
程
の
四
割
で
、
配
置
人
員
が
削
減

さ
れ
て
い
る
。

「
同
一
事
業
所
内
で
配
置
転
換
し
た
」
事
業
所
二
八

% 
M
E
機
器
導
入
工
程
の
労
働
者
に
た
い
す
る
雇
用
調
整
措
置
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
企
業
内
の
他
事
業
所
へ
配
置
転
換
し
た
」
事
業
所
三
・

2
M
、

「
解
雇
や
希

現
代
田
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

「
関
連
会
社
へ
出
向
さ
せ
た
」
事
業
所
一
・
一
一
%
、

一
九
七
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事業所規模及び配震転換等の実施状況別事業所割合(導入事業所〉

〈単位 %) 

計

第 6表

事業所樹真

導入状況及び工程における採用数の増減別工程割合

〈導入事業所のエ程〉

一一採用面において「かなり変化した工程」を100とした割合一一

〈単位

〈出所〉

第7表

%) 

採用数
採用労働者の種類

大卒得工来日空(理工期外)1高卒男子 Ii寄卒女子いートタイマー導入状況 計

し した
導入工程 (13.0)100.037.247.236.0 7.4 4.714.237.532.617.225.1 18.521.9 
大部分に導入 (28.0)100.044.941.144.9 6.1 5.014.743.828.722.825.617.720.8 
一部に導入 (11.1)100.0 34.8 49.1 33.3 7.8 4.6 14.1 35.5 33.8 15.5 25.0 18.8 22.8 
非導入工程 (_1.2)100.0 56.3 24.3 23.6 3.5 9.7 4.2 44.4 16.7 26.4 6.9 20.8 9.0 

〈注) ( )内の数字は，導入事業所の工程に対する採用面において「かなり変化したJエ
程の割合である。

〈出所〉 同前.17頁。

導入状況及びヱ程における労働者構成の変化状況別工程割合

(導入事業所の工程〉

一一労働者構成が「かなり変化した」工程を 100とした割合一一

〈単位%)

第8表

一
九
八



望
退
職
募
集
を
行
っ
た
」
事
業
所

0
・
四
%
と
な
っ
て
い
る
〈
第
六
表
)
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
同
一
事
業
所
内
で
の
配
転
が
主
流
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
な
ん
ら
か
の
措
置
を
と
っ
た
事
業
所
が
多
く
、
措
置
の
内
容
別
に
み
て
も
規
模
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
実
施
事
業
所
の
割
合
が
高
い
。

配
転
先
を
み
る
と
、
事
務
・
販
売
部
門
も
か
な
り
あ
り
、
職
務
内
容
の
連
続
性
の
な
い
配
転
の
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

M
E
機
器
導
入
工
程
に
お
い
て
「
採
用
面
で
か
な
り
変
化
し
た
」
工
程
の
割
合
は
、

一
三
%
と
な
っ
て
い
る
。

「
採
用
面
で
か
な
り
変

「
減
少
し
た
」
工
程
四
七
・
二
%
で
あ
り
、

程
が
「
増
加
し
た
」
工
程
を
上
回
っ
て
い
る
。

M
E
機
器
導
入
は
、
新
期
採
用
を
抑
制
し
て
い
る
。

化
し
た
工
程
」
の
う
ち
、
採
用
数
が
「
増
加
し
た
」
工
程
コ
一
七
・
二
第
、

「
減
少
し
た
」
工

導
入
工
程
に
つ
い
て
、
採
用
労
働
者
の
種
類
ご
と
に
増
減
傾
向
を
み
る
と
、
「
大
卒
(
理
工
系
ど
お
よ
び
「
高
卒
男
子
」
で
「
増
加
し

た
」
工
程
の
割
合
が
「
減
少
し
た
」
工
程
の
割
合
を
上
回
っ
て
い
る
(
第
七
表
〉
。
こ
れ
は
、
新
技
術
の
導
入
に
と
も
な
う
技
術
者
の
増

加
、
お
よ
び
新
技
術
へ
の
順
応
性
の
高
い
若
年
労
働
者
の
必
要
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、

「
大
卒
(
理
工
系

以
外
〉
」
、
「
高
卒
女
子
」
お
よ
び
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」
の
採
用
者
数
は
「
減
少
し
た
」
工
程
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
直

接
に
生
産
労
働
に
関
与
し
な
い
労
働
力
の
削
減
、
比
較
的
単
純
な
作
業
に
従
事
す
る
労
働
力
の

M
E
機
器
に
よ
る
代
替
を
示
す
も
の
で
あ

ろ、っ。つ
ぎ
に
、

M
E
機
器
の
導
入
に
よ
る
配
置
転
換
、
採
用
の
変
化
に
よ
っ
て
労
働
力
構
成
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
み
て
み
よ

、寸
J

。非
導
入
工
程
で
は
「
か
な
り
変
化
し
た
L

工
程
は
ほ
と
ん
ど
な
い
(
一
・
三
M
m
)

の
に
た
い
し
て
、
導
入
工
程
で
は
「
か
な
り
変
化
し

現
代
田
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

一
九
九
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二
O
O

た
」
工
程
が
一
玉
・
九
%
に
な
っ
て
い
る
。

労
働
力
構
成
が
「
か
な
り
変
化
し
た
」
工
程
に
つ
い
て
、
労
働
力
構
成
の
変
化
を
み
る
と
、

「
男
子
比
率
」
は
「
上
昇
し
た
」
工
程
が

「
減
少
し
た
」
工
程
を
上
回
っ
て
お
り
、
男
子
化
傾
向
が
み
ら
れ
る
〈
第
八
表
〉
。

「
年
齢
構
成
」
に
つ
い
て
は
、

「
若
年
化
し
た
」
工
程

の
割
合
が
「
高
齢
化
し
た
」
工
程
の
割
合
を
上
回
っ
て
お
り
、
若
年
化
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

労
働
者
の
種
類
ご
と
の
増
減
を
み
る
と
、

「
単
純
・
未
熟
練
王
」
と
「
技
術
者
」
は
、

「
増
加
し
た
」
工
程
の
割
合
が
「
減
少
し
た
」

工
程
の
割
合
よ
り
も
高
い
。

「
熟
練
工
」
に
つ
い
て
は
、

「
減
少
ー
し
た
」
工
程
が
「
増
加
し
た
」
工
程
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
。

汁
熟
練

工
」
が
減
少
し
、

「
単
純
・
未
熟
練
工
」
お
よ
び
「
技
術
者
」
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
熟
練
の
分
解
、
高
度
の
知
識
、
技
能
を
要
す

る
労
働
者
と
そ
れ
ら
を
必
要
と
し
な
い
労
働
者
と
の
分
化
を
示
し
て
い
る
。

労
働
者
の
作
業
内
容
の
変
化
は
、
導
入
事
業
所
の
六
五
・
九
Mm
で
生
じ
て
い
る
。

「
機
器
の
監
視
労
働
が
増
え
た
」

(
五
一
・
九
%
)

「
機
器
の
維
持
・
保
守
作
業
が
多
く
な
っ
た
」

(
四
三
Mm)
と
い
っ
た
機
械
の
操
作
労
働
か
ら
機
械
の
監
視
・
調
整
労
働
へ
の
変
化
が
約

半
数
の
事
業
所
で
み
ら
れ
る
。

「
重
筋
作
業
が
少
な
く
な
っ
た
」

(
三
六
・
八
Mm
〉
、
「
危
険
有
害
作
業
が
少
な
く
な
っ
た
」

(三

Q
・
五

Mm)
と
い
っ
た
労
働
の
人
間
化
に
資
す
る
傾
向
も
三
分
の
一
の
事
業
所
で
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
単
純
く
り
返
し
作
業
も
「
減
っ
た
」

r'¥ 

五
・
五
%
〉
事
業
所
が
「
増
え
た
」

(
一
八
・
二
形
)
事
業
所
よ
り
も
多
い
。

M
E
機
器
導
入
工
程
に
お
け
る
労
働
時
間
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
長
く
な
っ
た
」
工
程
(
五
・
二
Mm)
よ
り
も
「
短
く
な
っ
た
」
工
程

っ
こ
・
五
労
)
の
ほ
う
が
多
く
、
労
働
時
間
は
短
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
作
業
且
一
恩
が
多
く
要
員
が
少
な
い
工
程
に

M
E
機
器

を
導
入
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

L
か
し
、
導
入
工
程
の
う
ち
勤
務
形
態
の
変
吏
の
あ
っ
た
工
程
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
新
た
に
交
替
制
を
採
用
し
た
」
工
程
は
七
O
M
m



6.2 

0.4 

0.5 

0.5 

0.3 

0.5 

1.3 

92 

240 

産業用ロポットの種類別保有台数第9表

産業用
ロポッ
ト保有
事業所
割合
(%) 

積業

6，123(100) 

41(100) 

46(10の
320(100) 

23(100) 

13(100) 

53(100) 

820(100) 

4，798(100) 

Q
u
q
u
F
D
A告
白

U

バ
3
4
&
ワ
S
F
U

-占噌
i

n

L

1

4

一
ハ
h
U

円

i

8産業合計|

鉄製鋼

鉄圧延

鋳鋼・銑鉄鋳物

電線・ケーブル

旋 盤

軸受け

電動機

自動車

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

〈注) 1. C)内は産業用ロポット計を 100とした構成比〈必〉である。
2. プレイパック，数値制御ロポット等には知飽ロポット14合を含む。

3. 自動車は企業調査となっており，保有事業所割合は企業割合，また保有台数は1

企業当たりとなっている〈以下同じ〉。

労働省統計情報部編『労働生産性の実態~ 1983年版， 19頁。

程
度
あ
り
、

M
E
機
器
の
稼
動
率
を
上
げ
る
た
め
に
勤
務
条

件
の
悪
化
が
み
ら
れ
る
。

」
う
し
た
な
か
で
、
労
働
者
が
け
が
を
し
た
り
事
故
が
起

き
た
事
業
所
は
二
・
五
Mm
〈
約
二
五

O
事
業
所
)
に
の
ぼ
っ

て
い
る
1
M
E機
器
は
い
ま
だ
導
入
段
階
に
あ
り
、
新
た
な

労
働
災
害
の
実
態
や
そ
の
原
因
の
究
明
、
安
全
対
策
の
確
立

が
急
務
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

労
働
省
統
計
情
報
部
は
、

一
九
八
一
年
一
二
月
時
点
の

「
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

M
E
機
器
導
入
と
労
働
面
へ
の
影

響
」
安
調
査
し
て
い
る
。
調
査
対
象
は
、
鉄
製
練
、
鉄
圧
延
、

鋳
鋼
・
銑
鉄
鋳
物
、
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
、
旋
雄
、
軸
受
、
電
動

機
、
自
動
車
の
八
産
業
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
産
業
用
ロ
ポ

ッ
ト
の
労
働
面
へ
の
影
響
に
絞
っ
て
考
察
し
よ
う
。

崖
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
保
有
し
て
い
る
事
業
所
の
割
合
は
、

自
動
車
七
五
Mm
、
電
動
機
六
七
銘
が
い
ち
じ
る
し
く
高
く
、

〈出所〉

つ
い
で
旋
盤
一
一
四
勉
、
鉄
圧
延
一
五
形
、
軸
受
一
四
即
効
な
ど

と
な
っ
て
い
る
(
第
九
表
)
。

ニ
O
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ニ
O
ニ

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
保
有
台
数
は
全
体
で
六
ご
ざ
一
台
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
を
自
動
車
(
七
八
M
m
)

が
占
め
て
い
る
。
種
類

別
内
訳
で
は
、
同
定
・
可
変
シ
ー
ケ
ン
ス
ロ
ボ
ッ
ト
が
約
六
割
、
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

-
N
C
ロ
ボ
ッ
ト
が
約
四
割
で
あ
る
。
保
有
台
数
の
多

い
自
動
車
で
は
、
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

-
N
C
ロ
ボ
ッ
ト
の
割
合
が
相
対
的
に
高
い
。

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
目
的
に
つ
い
て
み
る
と
、

「
配
置
労
働
者
数
の
減
少
」

(
七
八
%
〉
を
あ
げ
る
事
業
所
の
割
合
が
高
く
、
つ

い
で
「
製
品
コ
ス
ト
の
引
下
げ
」

(
五
六
銘
)
、
「
無
人
運
転
が
で
き
る
」
(
四
八
%
〉
、
「
生
産
量
の
増
加
」
(
四
六
箔
)
と
な
っ
て
お
り
、

全
般
的
に
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
省
力
化
・
コ
ス
ト
低
減
を
主
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
「
品
質
・
精
度
の
向
上
」
ハ
コ
一

二
%
)
、
「
熟
練
工
不
足
の
解
消
」

つ
一
六
%
)
、
「
職
業
性
疾
病
の
回
避
」

(三

O
M〉
、
「
事
故
に
よ
る
災
害
防
止
」

つ
一
三

MZ
と
い
う

回
答
も
二
|
一
ニ
割
の
事
業
所
で
み
ら
れ
る
。
重
筋
労
働
、
高
温
高
熱
労
働
、
危
険
作
業
等
に
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
に
代
わ
っ
て
導
入

さ
れ
る
面
も
あ
る
。

八
一
年
、
年
聞
に
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
実
績
の
あ
っ
た
事
業
所
に
つ
い
て
、
導
入
工
程
の
配
置
人
員
の
増
減
を
み
る
と
、
七
割
の

事
業
所
で
配
置
人
員
を
削
減
し
て
い
る
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
省
力
効
果
の
強
さ
が
わ
か
る
。
配
置
人
員
を
増
加
さ
せ
た
事
業
所
は
存
在

し
な
い
(
第
一

O
表〉。

余
剰
と
な
っ
た
人
員
は
、

「
他
工
程
、
他
部
門
へ
配
転
」

(
九
七
w
m
)

さ
れ
る
か
、

「
関
連
会
社
へ
の
出
向
そ
の
他
」

ハ
一
三
M
m
)

と

な
っ
て
い
る
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
と
も
な
っ
て
、
配
転
、
職
転
、
出
向
な
ど
の
労
働
力
流
動
化
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
工
程
で
は
、
二
六
M
m

の
事
業
所
で
新
た
な
労
働
者
を
配
置
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
四
割
が
新
規
学
卒
者
で
、

六
割
が
他
工
穏
か
ら
の
配
転
者
で
あ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
化
に
よ
り
、
職
務
内
容
が
変
化
し
、
手
作
業
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
の
監
視
・
調
整
労
働
に

変
わ
る
の
で
、

一
部
の
不
適
応
者
を
排
出
し
、
機
械
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
も
っ
者
、
お
よ
び
機
械
に
順
応
性
の
あ
る
者
を
流
入
さ
せ



第10表

増減なし

業産

O[ 0 J 13(30) 
O[ 0 J O( 0) 
O[ 0 J 2(40) 
O[ 0 J 1( 8) 
O[ 0 J 2(67) 
O[ 0 J 3(75) 
O[ 0 J 1(25) 
O[ 0 J 2(67) 
O[0 J 2臼0)

( Jは減少事業所数を100とし

29[ 97] 4[ 13J 
2[100J O[ OJ 
3[100J O[ OJ 
11[100J oC OJ 
1[100J O[ OJ 
1[100J OC OJ 

3[100J OC OJ 
1C100J 1 [100J 
7[ 88J 3C 38J 

O( 0) 3O( 70) 

O( 0) 2(100) 
O( 0) 3( 60) 

O( 0) 11C 92) 
O( 0) 1( 32) 

O( 0) 1( 25) 

O( 0) 3( 75) 

O( 0) 1( 33) 

O( 0) 8( 80) 

、、ノ、
E
J
1
，J
、、，J
1
J
1
ノ、}〆
1

ノ¥ノ

ハU
A
U
A
U
A
u
n
u
n
U
A
U
n
U
A
U

A
U
n
u
n
U

ハU
A
U

ハU

ハU
n
U

ハU

守

よ

1・
唱

i

T
ム

1
A
守

i
1
i
句

i

句

i

f
、
r
k
r
k

「町、
f
、
f
‘、
/
L
/
k
f
也、

q
a
の
L
F
D
n
4
q
o
a
4
4
4

。。ハ
U

A告で

1
i

『

i

8産業合計

鉄製錬

鉄圧延

鋳鋼・銑鉄鋳物

電線・ケーブル

旋 盤

軸受け

電動機

自動車

現
代
田
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

〈注) ( )内は例年年間導入事業所数を100とした割合，

た割合.

〈出所〉 雨前， 26頁.

て
い
る
の
で
あ
る
。
転
出
者
、
お
よ
び
転
入
者
の
教
育
・
訓
練
問
題
が

企
業
に
と
っ
て
死
活
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い

(

辺

〉

る。
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
自
動
車
産
業
に
は
四
七
九
八
台
の
産
業
用
ロ
ポ

ッ
ト
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
エ
程
別
に
み
る
と
、
組
型
材
工
程

が
過
半
を
占
め
、

つ
い
で
機
械
加
工
工
程
が
多
い
。
こ
れ
に
た
い
し

て
、
組
立
工
程
で
は
少
な
い
(
第
二
表
)

0

ロ
ボ
ッ
ト
の
種
類
別
で
み

る
と
相
違
が
あ
り
、
シ
ー
ケ
ン
ス
ロ
ボ
ッ
ト
は
機
械
加
工
エ
程
に
過
半

が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
ロ
ボ
ッ
ト
は
大

部
分
が
粗
型
材
工
程
の
溶
接
工
程
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ボ
ァ
ト
の

機
能
の
限
界
巳
よ
り
、
導
入
工
程
に
不
均
等
が
み
ら
れ
る
。

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
実
績
と
自
動
車
産
業
労
働
者
の
部
門
別
配

置
人
員
の
変
化
を
比
較
し
て
み
よ
う
ハ
第
一
二
表
)
。

自
動
車
産
業
労
働

者
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
大
量
導
入
が
行
な
わ
れ
た
一
九
七
七
年
か

ら
一
九
八
一
年
の
聞
に
九
・
五
労
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
製
造

部
門
労
働
者
は
七
・
八
%
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
製

造
部
門
の
な
か
で
粗
型
材
工
程
で
は
一
五
七
三
人
(
五
・
一

Mm〉
減
少
し

ニ
O
三



自動車における工程・種類別産業用ロボットの保有台数(19'81年〉

台て%)

第11表

~
立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
〉

粗 l
製l型|鋳造・段造・熱処理
一|プレス・板金

造|刊 I (うち溶接〕
機械加工|

装!

立・調整|

(うち溶接)I 

同前， 48頁より作成。

マニュアル・マニiプレイパックロボ
ュプレータ，固定・!ット，数値制御ロ
可変シーケンス |ポット等

| 乙蝋52) ¥ 
間 8(56) ¥ 1， 129(2の|

産業用ロボッ

ト計

4，798(100) 

程工

2，290(48) 計

1，539(32) 

22( 0) 

1，517(32) 
1，513(32) 

236( 5) 

893(19) 

812(17) 

258( 5) 

2，410( 51) 

2，325( 48) 

63( 1) 1，288(27) 1，351( 28) 

683(14) 

52( 1) 

631(13) 

622(13) 

91C 2) 

47く1)

44( 1) 

一(0) 

774( 16) 

99( 2) 

675( 14) 

622( 12) 

一
塗
組

組

立

部

門

5( 0) 一(0) 0) 5( 補助部門造製

人〉(単位自動車産業労働者部門別配置人員の変化

¥ 1977年間¥1981年間[
第12表

〈出所〉

ニ
O
限

増減率

〆日う. 計 211，466 231，568 20，102 9.5% 

製 ユ、左己と 部 r~ 102，111 110，108 7，997 7.8% 

粗 型 材 31，005 29，432 ム1，573 ム5.Hぢ

鋳 造・鍛 造 7，853 $，309 456 5.8% 

熱 処 理 1，774 1，765 ム9 ム0.5%

プレス・板金 21，378 19，268 ム2，110 ム9.9%

う ち溶接 9;964 

機 械 力日 工 19，181 23，553 4，372 22.8% 

組 立 51，925 57，213 5，288 10.2必

塗 装 10，918 10，920 2 0% 

組立 . 調整 41，007 46，293 5，286 12.9% 

製造補助部門 43，790 47，418 3，628 8.3勿

管理・事務・技術労働者 65，565 74，042 8，477 12.9% 

増減数分区

労働省『労働生産性統計調査報告』各年版より作成。ムはマイナス〈出所〉



瞭 I "て
で合九い
あ理・る
る化九
のL_ %と
はに〉く
、果減に

幸四材1¥ こた少
日~.t一._¥-て28.1十一一一一一一一一一一一一ーのす し産
(白川 1 )1比九 期役て業
目司 量、 間割い用

l こ iJ~ るロ
フこ。ボ
レこ自ッ

19.7 イに動ト
(59.3)一一パ端車が
ツ的産導
クに業入
ロあのさ
ポら生れ
ツわ産た
トれ拡溶
ー等て六・接
ーが L、iこ工
集ると程
中。もを
的プな舎
にレうむ
導イ労プ
入パ働レ
さ y 者ス
れク増、
たロ加板
こボ{頃金
とッ向工
をトの指
示等なの
しのか減
て導に少
い入去が
ると ωL、
と労っち
い働てじ
え者、る

よQ削産し
うび減業く
と用
σ〉 ロ 二二
相ポ一
関ッー
がト O
明の人

小型乗用車1台当たり所要労働時間〈直接工
程のみ〉の推移

第4図

33.2 
(100) 

. ， 
F 

13.0 
(78.3) 

15.2 
-ー (91.8)

30.0t---
(日寺問)

10.0+ー・

20.0+ー"

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E技
術
と
産
業
合
理
化

1981年

〈注) C)内σコ数字は71年を基準とした緒。

〈出所〉 労働省統計情報部編『労働生産性の実態A1983年版。 49頁よ

り作成。

1977年1973年1971年

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入

に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
を

小
型
乗
用
車
一
台
当
り
所
要
労

働
時
間
の
過
去
一

0
年
間
の
変

化
に
よ
っ
て
み
る
と
、
機
械
加

工
工
程
の
減
少
が
も
っ
と
も
大

き
く
(
七
一
年
を
一

O
Gと
し

で
五

0
・五)、

つ
い
で
組
型
材

工
程
(
同
五
コ
了
九
)
、
組
立
工

程
(
同
六
六
・

O
)
と
な
っ
て

い
る
(
第
四
図
)
。
こ
れ
は
、
七

0
年
代
前
半
に

N
C
工
作
機
、

品
シ
ー
ケ
ン
ス
ロ
ボ
ッ
ト
等
が
機

ニ
O
五



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
》

二
O
Aハ

械
加
工
工
程
に
導
入
さ
れ
、
そ
れ
を
追
っ
て
、
七

0
年
代
後
半
に
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
ロ
ボ
ッ
ト
等
が
組
型
材
工
程
(
溶
接
)
お
よ
び
組
立
工

程
ハ
塗
装
・
溶
接
)
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
所
要
労
働
時
間
の
減
少
は
、
配
置
人
員
の
削
減
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
同

時
に
、
残
さ
れ
た
人
員
の
労
働
密
度
が
よ
り
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

全
金
プ
リ
ン
ス
調
査
部
に
よ
る
八
二
年
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
結
果
に
よ
れ
ば
、

「
仕
事
が
き
っ
く
な
っ
た
」
と
答
え
た
人
は
、
七
五

年
に
は
三
七
・
三
%
で
あ
っ
た
が
、
八
二
年
に
は
ム
ハ

0
・
三
労
に
な
っ
て
い
る
。
仕
事
が
き
っ
く
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
直
按
部
門
で

は
、
受
持
台
数
の
増
加
(
四
四
・
二
%
)
、
配
置
人
員
の
減
少
〈
三
四
・
六
銘
〉
、
配
転
・
応
援
(
四
六
・
八
M
m

〉
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

新
技
術
の
導
入
が
配
置
人
員
を
削
減
し
、
機
械
受
持
台
数
を
増
加
さ
せ
、
配
転
・
応
援
を
日
常
化
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
職
場
の
な
か
で
、
健
康
に
問
題
の
あ
る
労
働
者
は
多
い
。
健
康
状
態
に
つ
い
て
、

「
以
前
か
ら
悪
い
」
ハ
一
六
M
m
)

「
最
近
悪

く
な
っ
た
」

(
二
三
・
三
労
)
と
四
割
の
労
働
者
が
不
調
を
う
っ
た
え
て
い
る
。
悪
い
と
こ
ろ
は
「
胃
腸
」

(
四
五
・
一
勉
〉

「
腰
・
筋

肉
痛
」

(
四
四
・
ニ
労
)
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
、
自
動
車
産
業
に
お
け
る
長
時
間
労
働
、
深
夜
勤
務
、
二
交
替
制
、
人

員
削
減
、
高
い
労
働
密
度
、

お
よ
び
配
転
・
応
援
の
日
常
化
に
よ
コ
て
も
た
h

り
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ハ
1
〉
雇
用
職
業
総
合
研
究
所
『
企
業
内
労
働
力
の
有
効
活
用
に
関
す
る
実
態
調
査
』

況
と
職
場
・
仕
事
の
変
化
」
以
下
、
職
研
『
実
態
調
査
』
と
略
記
す
る
・

〈

2
)

同
書
所
収
の
「
省
力
化
・
自
動
化
実
施
事
例
」
に
よ
る
@
そ
の
一
部
が
整
理
さ
れ
た
形
で
、

(
司
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
八
二
年
六
月
二
九
日
)
に
発
表
さ
れ
て
い
る
@

(

3

V

機
械
振
興
協
会
経
済
研
究
所
『
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
導
入
の
中
高
年
労
働
者
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究
』
(
一
九
八

三
年
五
月
)
に
よ
れ
ば
、

M
E
機
器
導
入
職
場
の
配
置
転
換
の
理
由
は
、
「
余
剰
人
員
が
発
生
し
た
か
ら
」
セ
O
%
、
「
新
し
い
職
務
に
不
適
応
な

人
が
発
生
し
た
か
、
り
」
三

o
mと
な
っ
て
い
る
(
七
九
頁
Y
以
下
、
機
援
協
司
調
査
研
究
』
と
略
記
す
る
@

ハ
4
V

職
研
一
「
実
態
謁
査
』
一
一
一
一
一

l
ニ
一
三
頁
@

(
一
九
八
二
年
九
月
)
第
五
章
「
省
力
化
・
自
動
化
の
実
施
状

「
省
力
化
と
雇
用

一
七
業
種
の
事
例
分
析
」



(

5

)

機
探
協
調
査
研
究
』

U
お
い
て
も
、
配
転
対
象
者
は
、
囚

O
歳
代
目
八
そ
一

Z
O煎
代
三
二
%
、
五

O
歳
代
}
六
Mmと
な
っ
て
お
り
、
流
入

者
は
、
ニ

O
歳
代
六
二
%
、
三

O
歳
代
四
五
Mm、
四

O
歳
代
六
Mm
と
な
っ
て
い
る
(
八
二
|
八
四
頁
、
一

O
O頁
、
必
は
企
業
分
布
〉
。

ハ
6
)
機
振
協
『
調
査
研
究
』
に
お
け
る
M
E
導
入
事
例
調
査
の
一
例
に
よ
る
と
、
D
N
C
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
七
人
の
従
来
型
手
動
機

の
作
業
者
を
N
C
機
に
つ
け
た
が
、
四

O
歳
以
上
の
四
人
が
新
職
場
に
な
じ
め
ず
、
元
の
職
場
に
も
と
っ
て
い
る
@
残
り
の
三
人
は
三
五
歳
以
下
で

あ
り
、
四
人
の
抜
け
た
穴
を
新
卒
者
五
人
で
補
充
し
て
い
る
〈
一
九
五
}
二

O
一一良
V

N
C
職
場
に
お
い
て
も
、
段
取
作
業
な
ど
中
高
年
者
の
経
験
を
生
か
せ
る
職
務
は
存
在
す
る
。
し
か
も
、
N
C
機
の
操
作
自
体
も
中
高
年
者
に
と

っ
て
つ
い
て
ゆ
け
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
N
C
職
場
か
ら
中
高
年
者
が
排
出
さ
れ
、
若
年
者
が
配
置
さ
れ
る
傾
向

が
あ
る
の
は
、
①
中
高
年
者
が
経
験
的
熟
練
を
新
職
場
で
十
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
グ
ル
ー
プ
化
、
階
層
化
し
た
作
業
組
織
り
な
じ
め
な
い

と
感
じ
る
こ
と
、
②
新
た
な
職
務
内
容
、
作
業
組
織
に
白
紙
状
態
の
若
年
者
の
ほ
う
が
適
応
し
や
す
い
こ
と
、
①
企
業
の
管
理
方
針
と
す
れ
ば
、
新

職
場
へ
の
適
応

ι抵
抗
感
が
少
な
く
、
か
っ
安
価
な
若
年
者
を
配
置
し
た
ほ
う
が
有
利
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
@

(

7

)

あ
る
自
動
車
産
業
の
コ
一

O
年
の
経
験
を
も
っ
機
械
工
は
、
配
転
前
に
「
機
械
作
業
で
得
た
経
験
と
技
能
は
、
新
し
い
職
種
で
も
必
ず
生
か
せ

る
」
と
課
長
に
い
わ
れ
、
塗
装
工
に
な
っ
た
ハ
『
全
金
プ
リ
ン
ス
』
第
一
三
六
号
、
一
九
八
二
年
四
月
七
日

Y

こ
の
作
業
者
は
、
E
D
塗
装
後
の
側
面
修
正
工
程
に
配
属
さ
れ
た
@
E
D
塗
装
で
は
水
性
塗
料
槽
の
中
に
吊
り
下
げ
た
ボ
デ
ィ
を
ど
ぶ
づ
け
す
る
@

塗
一
装
工
の
仕
事
は
、
水
性
塗
料
槽
か
ら
出
て
き
た
ボ
デ
ィ
に
付
着
し
て
い
る
カ
ス
、
タ
レ
、
ア
ワ
を
、
サ
シ
ダ

i
や
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
こ
す
り
取

り
、
ウ
エ
ス
で
拭
き
取
る
作
業
で
あ
る
@
一
合
一
分
一
一
秒
、
一
日
二
八
五
台
(
定
時
〉

l
コ
三
二
台
(
残
業
合
)
で
あ
る
。
車
の
曲
線
に
そ
っ
て

身
体
を
上
下
友
右
に
動
か
す
作
業
で
、
一
日
九
時
間
も
く
り
返
え
す
と
足
が
も
つ
れ
も
呂
が
回
わ
る
と
い
う
@

こ
れ
が
、
従
来
の
経
験
と
技
能
を
生
か
せ
る
と
い
わ
れ
た
塗
装
職
場
の
仕
事
で
あ
る
@

〈
8
V
前
掲
『
メ
カ
ト
白
ニ
ク
ス
時
代
の
人
材
開
発
』
七
九
頁
@

(
9
〉
以
下
の
考
察
は
、
前
掲
町
技
術
革
新
と
労
働
に
関
す
る
調
査
』

}
O
lニ
一
一
貝
に
よ
る
@

(
叩
〉
日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る
主
要
企
業
…
七
七
九
社
の
一
九
八
四
年
度
新
卒
者
採
用
計
画
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
体
で
三
・
四
Mm減
と
な
っ
て
い

る
@
大
学
卒
は
八
・
六
%
増
で
あ
る
が
、
短
大
・
高
等
卒
一
%
減
、
高
卒
ゴ
了
二
Mm滅
と
学
歴
別
の
援
が
目
立
っ
て
い
る
9
F
A
化、

O
A化
の

影
響
を
う
け
て
、
高
卒
男
子
一
三
・
八
Mm滅
、
高
卒
女
子
一

0
・
四
%
減
と
な
っ
て
い
る
弓
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
三
年
八
月
二
五
日
付
Y

(
日
〉
労
働
省
統
計
情
報
部
「
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
M
E
機
器
導
入
と
労
働
面
へ
の
影
響
」
、
同
編
『
労
働
生
産
性
の
実
態
』
一
九
八
三
年
版
、
所

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

ニO
七



立
教
経
済
学
研
究
第
一
一
一
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

ニ
O
八

収
@

(
ロ
)
三
菱
電
機
名
古
屋
製
作
所
で
は
、
配
転
の
ピ

i
ク
と
な
っ
た
七
八
年
か
ら
八

O
年
に
か
け
て
一
年
間
に
最
大
五

O
O人
近
い
配
転
が
実
施
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
会
労
働
者
の
一
四
Mm
が
毎
年
新
し
い
仕
事
に
回
わ
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
八
一
年
か
ら
転
職
者
・
配
転
者
研
修
コ

l
ス
が
開
設
さ

れ
、
配
転
者
に
は
二
週
間
に
わ
た
っ
て
受
講
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
@

「
柔
軟
な
配
転
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
苛
酷
な
ま
で
の
教
育
訓
練
の
結
果
な
の
で
あ
る
」
(
北
村
龍
行
「
配
転
と
再
教
育
に
苦
闘
す
る
現
場
の

熟
練
工
」
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
八
一
一
年
八
月
三
日
〉
@

ハ
日
〉
日
産
自
動
車
座
間
工
場
の
車
体
溶
接
ラ
イ
ン
に
は
じ
め
て
ロ
ボ
ッ
ト
四
台
が
導
入
さ
れ
た
の
は
七
一
年
で
あ
る
@
本
格
的
な
「
ロ
ボ
ッ
ト
・
ラ

イ
ン
」
の
稼
動
は
セ
セ
年
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
三
二
台
で
あ
っ
た
Q

八
二
年
現
在
で
一
一
一
二
台
に
な
ヨ
て
い
る
。
溶
接
工
程
の
自
動
化
率
は
、
九
六
Mm

に
達
し
て
い
る
@

日
産
の
公
式
発
表
に
よ
れ
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
作
業
能
力
は
人
間
の

0
・
七
人
分
と
さ
れ
る
。
一
日
二
直
で
一
・
四
人
分
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
二
二
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
一
七
一
人
を
省
力
化
し
た
こ
と
に
な
る
ハ
北
原
安
定
・
矢
加
部
勝
美
共
著
『
最
先
端
技
術
と
組
織
・
人
間
』
日
本
生
産
性

本
部
九
一
九
八
二
年
、
一
九
三
頁
)
@

四

M
E
技
術
と
労
働
者
の
状
態

M
E技
術
は
労
働
過
程
の
変
貌
を
も
た
ら
し
、

労
働
編
成
を
変
化
さ
せ
、

大
規
模
な
省
力
化
に
よ
る
配
置
転
換
、
再
一
教

労
働
内
容
、

育
、
再
訓
練
、
さ
ら
に
応
援
、
出
向
宏
常
態
化
し
て
い
る
。
七

0
年
代
に
顕
在
化
し
た
日
本
資
本
主
義
の
「
構
造
的
危
機
」
の
克
服
策
と

し
て
、

M
E
技
術
の
応
用
は
資
本
に
よ
り
精
力
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
資
本
に
よ
る
労
働
過
程
の

M
E
化
は
、
そ
れ
へ
の
適

化
に
よ
っ
て
労
働
者
の
生
産
現
場
で
の
状
態
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
究
明
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

応
を
強
制
さ
れ
る
労
働
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
犠
牲
や
困
難
を
お
し
つ
け
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
過
程
の

M
E

M
M
E
機
器
導
入
職
場
に
お
け
る
仕
事
内
容
の
変
化
、
日
常
作
業
土
の
問
題
点
、
労
働
者
の
健
康
状
態
、
な
ど
を
電
機
労
連
の
調
査

E
に



も
と
づ
い
て
考
察
し
よ
う
。
調
査
対
象
は
、

A
事
業
所
(
家
電
工
場
)
、

B
事
業
所
(
重
電
工
場
)
、

C
事
業
所
(
半
導
体
工
場
〉
、

D
事

業
所
(
M
E
機
器
開
発
工
場
〉
、

E
事
業
所
(
重
電
シ
ス
テ
ム
工
場
)
の
従
業
員
一
九
六
一
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
M
E
機
器
取
扱
い
者

は
、
二
一
必
と
な
っ
て
い
る
。

仕
事
内
容
の
変
化

ω単
独
作
業
は
、
い
ず
れ
の
事
業
所
に
お
い
て
も
「
ふ
え
た
」
が
「
へ
っ
た
」
を
上
回
っ
て
い
る
。
と
く
に

A

・
B
-
C
事
業
所
で
は

「
ふ
え
た
」
が
五
割
近
い
比
率
を
占
め
て
い
る
。

ω監
視
労
働
は
、

「
ふ
え
た
」
が
「
へ
っ
た
」
を
上
回
っ
て
い
る
。
と
く
に
家
電
量
産
工
場
で
あ
る
人
事
業
所
で
は
六
五
%
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。
労
働
の
監
視
労
働
化
が
強
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

川
作
業
の
安
全
面
は
、
ど
の
事
業
所
で
も
「
よ
く
な
っ
た
」
と
す
る
も
の
が
多
い
。
M
E
機
器
が
重
筋
労
働
や
高
熱
労
働
、
危
険
作
業

を
代
替
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ω作
業
上
の
責
任
や
権
限
は
、
「
多
く
な
っ
た
」
と
す
る
人
が
四
1

七
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
M
E
化
に
よ
り
工
程
聞
の
連
関
が
深

ま
り
、
自
工
程
が
他
工
程
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
る
た
め
、
品
質
や
納
期
の
責
任
を
末
端
作
業
者
に
も
要
請
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る

か
ら
で
あ
る
。

的
作
業
者
同
士
の
助
け
合
い
も
「
多
く
な
っ
た
」
が
い
ず
れ
の
事
業
所
で
も
五
割
前
後
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
①
前
後
工
程
と
の

連
関
が
深
ま
る
た
め
作
業
者
聞
の
連
絡
、
調
整
の
必
要
が
高
ま
る
こ
と
、
@
M
E
機
器
導
入
の
初
期
段
階
で
あ
る
た
め
作
業
者
聞
の
協
力

が
正
常
な
稼
動
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
@
機
械
の
調
整
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
面
で
技
術
者
や
保
全
要
員
と
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
に
よ
る
。

現
代
日
本
に
お
け
る

M
B
衣
術
と
産
業
合
理
化

日

一

O
九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
人
巻
二
号

C
九
八
四
年
〉

的
取
扱
う
機
械
・
設
備
の
範
囲
は
、
五
l
六
割
の
高
率
で
「
ふ
え
た
L

と
な
っ
て
い
る
。
省
力
化
の
結
呆
、
少
な
い
要
員
で
多
数
の
機

一一一一一
O

械
、
設
備
を
受
持
た
ぎ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
保
守
・
点
検
の
仕
事
を
付
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

同
品
質
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ソ
ス
の
仕
事
も
多
く
の
事
薬
所
で
つ
占
え
た
」
と
な
ヲ
て
い
る
。
末
端
作
業
者
に
品
質
管
理
や
機
械
の
目
常

以
上
か
ら
、
仕
事
の
内
容
が
単
独
作
業
化
、
監
視
労
働
化
し
、
機
械
の
受
持
台
数
が
増
え
、
仕
事
上
の
責
任
が
拡
大
し
、
作
業
者
間
の

協
力
の
必
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

職
場
に
お
け
る
自
常
作
業
上
の
問
題
点

こ
の
よ
う
な
職
場
状
、
記
の
な
か
で
、
労
働
者
は
ど
の
よ
う
な
点
を
問
題
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
Q

人

O
M万

@
寸
仕
事
量
一
足
比
べ
要
員
が
少
な
い
」

③
「
昇
進
が
む
勺
か
し
い
」

③
よ
賃
金
の
決
め
方
マ
が
仕
事
の
実
態
に
合
っ
て
い
な
い
」

④
「
仕
事
内
容
や
仕
事
量
の
変
動
が
め
ま
、
ぐ
る
し
い
」

@
「
ヨ
ヌ
ト
管
理
が
き
び
し
い
」

@
「
ー
宥
給
休
暇
が
十
分
に
と
れ
な
い
」

mw
吋
作
業
環
境
が
悪
い
」

③
内
残
業
が
多
い
」

③
「
仕
事
上
面
責
任
や
権
限
が
，
少
な
い
」

七
九
Mm

七
二
弱

六
九
Mm

六
四
% 

六
二

Mm

五
六
Mm

五
四
Mm

四
λ
M
m



⑮
「
配
転
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
」

四
三
Mm

な
ど
の
問
題
点
が
、
多
く
の
労
働
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
残
業
が
多
い
」
な
ど
の
要
員
不
足
の
問
題
、

山
「
賃
金
の
決
め
方
が
仕
事
の
実
態
に
合
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
仕
事
内
容
と
賃
銀
体
系
と
の
不
一
致
の
問
題
、
同
「
昇
進
が
む
つ
か
し

問
題
点
を
整
理
す
る
と
、
川
「
要
員
が
少
な
い
」
、
「
有
給
休
暇
が
十
分
に
と
れ
な
い
L

い
」
と
す
る
高
齢
化
と
人
員
削
減
に
よ
る
管
理
職
ポ
ス
ト
の
減
少
の
問
題
、
川
判
「
仕
事
内
容
や
仕
事
量
の
変
動
L

「
配
転
さ
れ
る
可
能
性
」

と
い
っ
た

M
E
導
入
に
よ
る
仕
事
の
不
確
実
性
の
問
題
、
な
ど
が
職
場
の
問
題
と
し
て
浮
び
上
が
る
。

ζ

の
よ
う
な
職
場
の
開
題
点
と
M
E
化
と
の
関
連
記
づ
い
て
、
み
て
み
よ
う
ハ
第
二
一
芸
品
〉
。

「
残
業
が
多
い
」
な
ど
め
要
員
不
足
問
題
は
、
自
動
機
取
扱
者
の
ほ
う
が

非
取
扱
者
よ
り
も
指
摘
す
る
者
が
多
い
。
こ
れ
を
み
る
と
、

M
E
化
は
要
員
不
足
を
解
消
し
、
労
働
を
、
軽
減
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

ω
「
要
員
が
少
な
い
」

「
有
給
休
暇
が
十
分
に
と
れ
な
い
」

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
要
員
不
足
を
強
め
、
作
業
者
の
労
働
負
担
を
高
め
て
い
る
ω

ω機
械
加
工
の
非
取
扱
者
、
組
立
の
自
動
機
取
扱
者
で
「
配
転
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
」
と
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
機
械
加
工

の
M
E
化
、
組
立
の
い
っ
そ
う
の
自
動
化
が
作
業
者
に
一
不
安
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

川
「
昇
進
が
む
つ
か
し
い
」
と
す
る
者
は
、
非
取
故
者
で
多
い
。
自
動
機
に
作
業
者
を
選
別
配
置
し
て
お
り
、
残
さ
れ
た
者
に
不
安
、

不
満
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

w

川
「
コ
ス
ト
管
理
が
厳
し
い
」
は
、
自
動
機
取
扱
者
で
多
い
。
品
質
、
作
業
内
容
へ
の
要
求
が

M
E
化
に
よ
っ
て
、
強
ま
っ
て
い
る
と

ぃ
、
え
よ
、
フ
。

一
円
健
康
状
態

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E技
術
と
産
業
合
理
化



職場における毘常作業上の問題〈男子・自動化機械・

設備導入政場) (単位

:第13表

立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

9百〉

a) 仕事量に b) 残業が多 c) 有給休暇 心配転され e) 昇進がむ

比べ要員が少 、、 が十分にとれ る可能性が強 っかしい
や仕事量の

動がめまく・
ない ない 、、 しい

自動機取扱者 ~(15.6) 巨亙(6.7) 47.5 (16.3) 36.3 ( 6.7) 78，5 (19.3) 68.2 (17.8) 
機械加工

非取扱者 68.0 (13.1) 50.2 ( 7.4) 45.7 (15:4) 匝2日(8.0) 183.41(29.7) 69.7 (16.0) 
自動機取扱者 @JJ(山)@Ij(J1.9) 166.71(31刈 恒三ヨ(4.8) 71.4 (19.0) @.2j(l6.7) 

乱世 立
非取扱者 70.5 (16.3) 48.8 ( 8.2) 56.5 (26.6) 刻一5( 5.4) ω5  (17.9)1 

g) iヨi得した h) 仕事上の i) コスト官 j) 賃金の，)， k) 作業域境

( 実数人) I 
知識や技能か

責任や権限が 却が激しい
めんが仕事の

が悪い
すぐ役たたな 実態と合って

くなる 少ない いない

自動機取扱者 20.0 ( 3.0) 40.7 ( 3.0) 巨ヨ(10.4) 70.4 (幻.0) 64.5 (26.7) (135) 
機械加工

非取扱者 [If9]( 2.9) 巨ヨ~( 3.4) 63.9 ( 9.1) 72.0 (34.3) 65.7 (23.'1) (175) 

自動機取扱者 巨)](7・1)匝記(2.4) 匝記(7.1) 69.1 (31.0) 45.2 (14.3) ( 42) 
主坦 す

非取扱者 25.9 ( 6.0) 39.7 ( 6.0) 63.1 (12.5) 67.9 (29.9) @}j(19.6) (184) 

(注) rそう思う」と答えた人の比率( )内はうち「改善して欲しLリと答えた人の比率
〈出所〉 電機労連『調査時報~ No. 182. 1983年7月.216頁。

一一一一一

以
上
の
よ
う
な
職
場
状
況
の
変
化
は
、
労
働
者
の
健
康
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

最
近
と
四
五
年
前
と
を
比
べ
た
労
働
者
の
疲
労
は
、
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
肉
体
的
疲
労

精
神
的
緊
張
と
疲
労

変
わ
ら
な
い

四
二
・
二
%

二
八
・
九
Mm

減
っ
た

一
一
了
六
Mm

四
・

O
M
m

増
え

Tこ

四
一
ニ
・
三
労

六
五
・
一
一
労

肉
体
的
疲
労
も
増
え
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
精
神
的
緊

張
や
疲
労
が
増
え
て
い
る
。

最
近
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
は
、
「
首
、
背
中
、
肩
が
こ
る
」

(
六
六
・
二
%
)

「
目
が
つ
か
れ
や
す
い
」

(
六
五
・
二
Mm)

「
と
く
に
疲
れ
や
す
い
L

(
四
七
・
五
Mm)
「
胃
が
も
た
れ
る
」

(
一
二
九
・
六
Mmu

「
よ
く
ね
む
れ
な
い
」

(
二
四
・
七
Mm)
な

ど
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

M
E
技
術
導
入
を
て
こ
と
し
た
作
業
内
容
の
変
化
、
配
転
の

常
態
化
、
作
業
量
の
増
大
は
、
労
働
者
の
疲
労
を
強
め
、
健
康



技術革新の将来と仕事ぞ職場の変化〈性別〉第5図

{男)

30 

20 

(%) 
100 

90 

60 

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E技
術
と
産
業
合
理
化

り
賃
金
に
お
け
る
仕
事
や
職
種

九
円
の
格
付
下
が
る

心
職
場
の
人
間
少
な
く
な
り
孤

は
独
感
ま
す

け
今
ま
で
と
異
な
る
健
康
障
害

k
発
生

。
仕
事
が
細
分
化
し
全
体
で
の

ん
い
位
置
不
明
確

4
仕
事
に
ワ
い
て
の
責
任
・
権

加
限
少
な
く
な
る

け
生
産
性
向
上
で
時
短
・
生
活

れ
い
向
上

。
年
功
重
視
の
労
使
慣
行
く
ず
・

0
れ
る
υ交
替
・
変
則
勤
務
が
多
く
な

f
t、zvr

j
企
業
競
争
が
激
し
く
労
働
条

U
件
の
向
主
が
む
つ
か
し
い

-
U
仕
事
が
む
づ
か
し
く
、
つ
い

凡
い
て
い
け
な
い
人
が
出
る

。
仕
事
が
高
度
化
し
、
創
造
怯

'U発
揮
拡
が
る

幻
単
純
な
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ

I
t
'骨
。
仕
事
が
単
純
化
し
や
り
が
い

い
が
な
く
な
る

印
刷
配
転
・
職
転
が
拡
が
る

。
価
格
低
下
や
品
質
向
上
で
社

仏
会
へ
の
貢
献
度
ま
す

d
パ

l
ト
・
臨
時
に
お
さ
か
、
ぇ

凡
い
ら
れ
る

同
自
動
化
進
ん
で
雇
用
が
減
少

10 

〈注) rハイ」の比率
〈出所〉 同前.219頁.

状
態
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
。

四

」
れ
か
ら
の
仕
事
や
職
場
の

万H
Oとー

イヒM
E
機
器
の
導
入
に
よ
っ
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
仕
事
や
職
場
が
変
化

す
る
と
労
働
者
は
考
え
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
(
第
五
図
)
。
以
下
の
考
察

は
、
男
子
に
限
定
す
る
。

ω
「
自
動
化
が
進
ん
で
一
一
雇
用
が
減

少
す
る
L

と
八
一
筋
の
労
働
者
は
考

「
配
転
・
職
転
が
拡
が

え
て
い
る
。

る
」
と
み
る
者
も
七
九
Mm
と
多
い
。

M
E
技
術
の
導
入
は
、
労
働
者
の
一
履

用
や
仕
事
に
た
い
す
る
不
安
感
を
高

め
て
い
る
。

ω
「
仕
事
が
単
調
化
し
、
や
り
が

い
が
な
く
な
る
」
と
す
る
者
は
六

O

一一
一一一一



立
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二
一
四

%
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、

「
単
純
な
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
る
」
と
す
る
者
は
四
二
必
で
あ
る
。
仕
事
の
内
容
が
喪
失
さ
れ
る
と
み
る
労
働

者
は
多
い
。

ω
「
仕
事
に
つ
い
て
の
責
任
・
権
限
が
少
な
く
な
る
」
五
七
必
、

「
仕
事
が
細
分
化
し
、
全
体
で
の
位
置
が
不
明
確
に
な
る
」
七
六
銘

と
な
っ
て
お
り
、
仕
事
の
細
分
化
、
自
律
性
の
喪
失
が
生
じ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

川
「
生
産
性
向
上
に
よ
っ
て
、
労
働
時
間
短
縮
や
生
活
水
準
が
向
上
す
る
」
と
み
る
者
同
三
九
%
に
す
ぎ
な
い
。

「
交
替
勤
務
・
変
則

勤
務
が
多
く
な
る
」
と
六
七
労
の
者
が
み
て
い
る
。

ω
「
今
ま
で
と
異
な
る
健
康
障
害
が
発
生
す
る
」
と
み
る
者
は
七
六
%
と
多
い
。
労
働
者
の
健
康
に
た
い
す
る
不
安
が
、
反
映
さ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

総
じ
て
、
労
働
者
は
、

M
E
技
術
の
導
入
が
雇
用
不
安
や
仕
事
の
不
確
実
性
を
も
た
ら
す
と
み
て
い
る
。
ま
た
、

M
E
化
が
た
だ
ち
に

労
働
条
件
や
生
活
の
質
の
向
上
を
も
た
ら
す
と
は
み
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
技
術
革
新
の
経
験
が
、
労
働
者
に
事
態
を
客
観
的
に
み
る

洞
察
力
を
与
え
た
の
マ
あ
ろ
う
。

会
金
同
盟
は
、

か
に
し
て
一
以
。
調
査
対
象
者
は
、

M
B
機
器
使
用
者

}
0
2一
一
人
、
非
使
用
者
四
四
五
人
で
あ
る
α

『

M
E
技
術
の
導
入
に
よ
る
肉
体
的
心
理
的
影
響
』
調
査
に
お
い
て
、

M
E
化
に
よ
る
労
働
者
の
状
態
の
変
化
を
明
ら

「
一
ニ
年
前
と
比
べ
て
仕
事
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
」
と
い
う
聞
い
に
た
い
し
て
は
、

M
E
機
器
使
用
者
と
非
使
用
者
と
の
聞
に
差
は
な

L、

「
か
な
り
き
っ
く
な
っ
た
」

「
少
し
き
つ
く
な
っ
た
」
が
使
用
者
で
六

O
労
、
非
使
用
者
で
五
七
・
九
銘
と
な
っ
て
い
る
。

M
E
機

器
使
用
者
、
非
使
用
者
と
も
に
六
割
の
労
働
者
は
、
仕
事
が
き
っ
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

「
少
し
ら
く
に
な
っ
た
」

「
だ
い
ぶ
ら
く
に
な
っ
た
」
は
M
E
機
器
使
用
者
一
一
・
八
%
、
非
使
用
者
九
・
主
勿
で
あ
り
、

M
E
機
器



第14表仕事はどのような点で変わ唖たか

少
し
き
つ
く
な
っ
た
理
由

か
な
り
き
っ
く
な
?
た
・

現
代
田
本
に
お
け
る

M
E技
術
と
産
業
合
理
化

〈単位 %) 

IME機器をME機器を
慣用してh慣用してい
卜る人 !ない人

37.3 31.9 

19.3 15.9 

17.6 22.6 

3.8 1. 2 

10.8 15.3 

まったくちがった仕事になったから

単位時間内の作業量が多くなったから

作業方法が複雑iニなったから

入手が少な4なったから

勤務時間の組み方が変更され，ぎつ4なったから

人事管理や上司の管理がきびしくなったから

少だ理
しい自
らぶ
くら
にく
なに
つな
たつ
.た

作業方法が簡単になったから

作業環境がよくなったから

単調作業が少なくなったから

残業が少なくなったから

勤務時間の組み方が攻普されたから

35.5 36.2 

23.1 31. 9 

12.9 2.1 

26.5 21. 3 

2.0 8.5 

く出所〉 金金向態 ~ME技術の導入による肉体的心理的影響~ (1982年7JD ~賃金と社会
保障.~ No. 866， 1983年5月下句号， 40頁.

第15表近ごろの肉体的・心理的状態はどうか (単位鈎

、，円山田回ム山 IME機器を使用

していない人

はい|いいえ

績になりたいことがある I 63.2 36.8 
自が疲れる I 60.3 39.7 
時間におわれてこまる 157.9 42.1 

起床時でも疲れが残っている I 55.4 44.6 
- 仕事におわれてこまる I 51.5 48.5 
仕事でイライラすることが多いI50.6 49.4 

五仕事による神経的緊張が多い I50.1 49.9 

仕事が多すぎる I 44.8 55.2 

1日の仕事で非常に疲れる 140.6 59.4 

このごろ全身がだるい I 39.9 60.1 

〈出所〉 同前。

65.3 

62.8 

58.8 

55.9 

51. 7 

51. 8 

52.4 

45.7 

41. 9 

40.0 

34.7 

37.2 

41. 2 

44.1 

48.3 

48‘2 
47.6 

54.3 

58.1 

60.0 

57.9 

54.0 

55.8 

54.3 

51.1 

47.9 

44.7 

42.7 

37.4 

39.8 

42.1 

46.0 

44.2 

45.7 

48.9 

52.1 

55.3 

57.3 

62.6 

60.2 
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六

使
用
者
の
ほ
う
が
若
干
多
い
。
と
は
い
え
、

M
E
機
器
使
用
口
よ
り
仕
事
が
軽
減
さ
れ
た
と
い
え
る
ほ
ど
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
仕
事
が
ど
の
よ
う
な
点
で
変
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
(
第
一
図
表
〉
。

仕
事
が
き
っ
く
な
っ
た
理
由
は
、

M
E
機
器
使
用
者
で
は
「
単
位
時
間
内
の
作
業
量
一
が
多
く
な
っ
た
」

「
作
業
方
法
が
複
雑
に
な
っ

た」

「
入
手
が
少
な
く
な
っ
た
」
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

M
E機
器
使
用
者
の
ほ
う
が
非
使
用
者
よ
り
も
作
業
量
が
増
さ
れ
、
作
業

が
複
雑
に
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

仕
事
が
ら
く
に
な
っ
た
理
由
は
、

「
作
業
方
法
が
簡
単
に
な
っ
た
」

「
残
業
が
少
な
く
な
っ
た
」

「
作
業
環
境
が
よ
く
な
っ
た
」
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
労
働
者
は

M
E
化
に
と
も
な
っ
て
、
労
働
密
度
が
濃
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
が
、
自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
は
ど
う

思
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
(
第
一
五
表
)
。

「
横
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
る
」

「
目
が
疲
れ
る
」

「
時
間
に
お
わ
れ
て
こ
ま
る
い

「
起
床
時
で
も
疲
れ
が
残
っ
て
い
る
」

「
仕
事
に
よ
る
神
経
的
緊
張
が
多
い
い
」
と
答
え
た
者
は
五
割
を
こ
え
て
い

「
仕
事
に

お
わ
れ
て
こ
ま
る
」

「
仕
事
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多
い
」

る

M
E
機
器
使
用
者
と
非
使
用
者
と
を
比
べ
て
み
る
と
、

「
横
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
る
」

「
眼
が
疲
牝
る
」
‘
「
仕
事
に
よ
る
神
経
的
緊

張
が
多
い
」
と
答
え
た
者
は

M
E
機
器
使
用
者
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
る

(
約
八
ポ
イ
ン
ト
)
。

日
E
機
器
導
入
に
よ
る
仕
事
内
容
の

変
化
が
、
眼
の
疲
れ
や
神
経
的
緊
張
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

M
E
機
器
導
入
は
い
ま
だ
初
期
段
階
に
す
ぎ
な
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
と
労
働
者
は
思
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か

(第

一
六
表
)
。
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市言明帯主lFl時点
滅元山が問で雇用が 172.7127. 317 

工:::::!ピ士T::ケ:プ増大|:::::2111::::;;::::::

今後どのような変化が生ずると思うか(職種別〉

〈単位

第16表

2事が単調化しやりがいがなくな !ω9159.11印仰 4128割71.7135州側 5i73.5
差純な仕事，汚れた仕事，危険な 164肌 9153斜6.8178抑1.5170到29昨1仰 6
事から解放される

仕更が高度化し創造性を発揮する 171.4128.6165. 5134.副77.5凶.5176.7123.3175.5124. 5 
機会がひろがる

仕事がまったく変わるのでついて 168.1131.到66.9133. 1175. 7124. 3162. 3137.7174.0126.0 
、けない人がでてくる

企業間競争がはげしくなって労働 158.7141.抑0.0130.Ot49. 1150. 9比7.7152.3140.8159.2
条件の向上がむずかしくなる

生産性があがって，労働時間が短 149.割50.7比1.1回.9157.8142.2156.割43.7158.割41.7 
縮したり生活水準が向上する

主までとちがったタイプの健康障 181.5118. 5177抱2ぽ84刻15邸7仰 31印刷8.0
が発生する | 河 「 叩 [ 勺 U;U 

職場に人間が少なくなり孤独感が 154.0146. 0160中9.41吋叫。 9[49.1152.0148. 0 増す |勺勺 VIVih.:tT~'"'. ul'"'v. ~I'" 

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E
技
術
と
産
業
合
理
化

「
配
転
や
職
転
が
さ
ら
に
ひ
ろ
が
る
」

(
八
五
・
三
労
)
、
「
今
ま
で
と
ち
が
っ
た
タ

イ
プ
の
健
康
障
害
が
発
生
す
る
」

(
八
一
・

五
Mm
〉
、
「
自
動
化
・
省
力
化
が
す
す
ん
で
雇

用
が
減
少
す
る
」

(
七
二
・
七

M
Z、
「
仕
事

が
ま
っ
た
く
変
わ
る
の
で
つ
い
て
い
け
な
い

人
が
で
て
く
る
」

(
六
八
・
一
労
)
、
「
企
業

間
競
争
が
は
げ
し
く
な
っ
て
労
働
条
件
の
向

上
が
む
ず
か
し
く
な
る
」

(
五
八
・
七
労
)

な
ど
と
考
え
て
い
る
労
働
者
は
多
い
。

M
E

技
術
の
導
入
を
危
機
感
お
よ
び
強
い
不
安
感

を
も
っ
て
労
働
者
は
眺
め
て
い
る
と
い
え
よ

よ
J

。

同前， 42頁

「
配
転
や
職
転
が
さ
ら
に
ひ
ろ
が
る
」

は
、
生
産
現
場
で
八
六
・
七
鋭
、
技
術
・
研

く出所〉

ザ
究
開
発
で
八
七
・
五
Mm
、
事
務
で
八

0
・
四

%
、
営
業
・
サ
ー
ビ
ス
で
八
一
ニ
・
七
%
で
あ

一一一七
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労働者が会栓e組合に要望するベスト 6

組合 iニ要望するもの

第17表

会社 lニ要望するもの

項目|率

教育訓練の充実

労働時闘の短縮や休日・休暇
の増大

人事管理(昇進，昇格，昇給
など〉の改善

職場の作業環境の改善や安全
対策の強化

スポーツ施設などの福利厚生 i 
I 9.8 

施設の充実 i 

〈注〉 問答は会社に要望するものが2817.人，組合に要望するものが2609人のなかに占める割

合である(重複厨答〉。向島

〈出所〉 同前j 45真

率

22.0 

9.6 

13.9 

日

労働時間の短縮や休日・休限
の増大

スポーツ施設などの福利厚生
施設の充実

職場の作業環境の改善や安全
対策の強化

新技術導入に際しての労使協
議制や事前協議制jの充実

項

18.6 

15.4 

12.6 

8.7 

7.5 健康管理対策の充実

11.3 

二
一
八

り
、
多
数
め
労
爾
者
が
今
後
、
配
転
・
職
転
が
ひ
ろ
が
る
と
意
識
し
て
い
る
。

「
今
ま
で
と
ち
が
っ
た
タ
イ
プ
の
健
康
障
害
が
発
生
す
る
」
は
、
生
産
現
場

で
七
七
・
二
必
、
技
術
・
研
究
開
発
で
八
四
二
一
%
、
事
務
で
八
七
・
七
%
、

品
曇
品
川
・
サ
I
ど
ス
で
八
二
・
C
%
で
あ
り
‘
労
働
者
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
す
り

健
康
に
不
安
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
雇
用
が
減
少
す
る
」
は
、
生
産
現
場
で
七
九
e

三
第
、
技
術
・
研
究
開
発

で
宝
七
・
四
M
m
、
事
務
で
七
コ
一
・
C
M
m
、
営
業
サ
ー
ビ
ス
で
入
ニ
・

O
M
で
あ

り、

M
E
機
器
の
導
入
が
労
働
者
に
雇
用
不
安
を
も
た
‘
り
し
て
い
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。

「
M
E
機
器
導
入
に
と
も
な
う
技
荷
草
新
に
つ
い
て
ゆ
く
自
信
が
あ
る
か
」

と
い
う
聞
い
じ
た
い
し
て
は
、

「
十
分
に
つ
い
て
ゆ
く
自
信
が
あ
る
」

「
ま
あ

な
ん
と
か
つ
い
て
ゆ
け
る
と
思
う
」
と
考
え
て
い
る
労
働
者
は
全
体
の
八
四
%

に
還
し
て
い
る
6

し
か
し
、

「
つ
い
て

「
つ
い
て
い
く
自
信
が
あ
ま
り
な
い
」

い
く
の
は
無
理
だ
」
と
考
え
て
い
る
労
働
者
は
、
生
産
現
場
で
一
九
・
五
%
、

技
術
・
研
究
開
発
で
七
・
一
%
、
事
務
で
プ
七
・
三
労
、
営
業
・
サ
ー
ビ
ス
で

一
0
・
四
%
を
占
め
、

M
E
機
器
の
導
入
が
す
す
ん
で
い
る
生
産
現
場
部
門
で

「
自
信
喪
失
」
者
が
生
み
だ
さ
れ
て
い
る
@
企
業
に
お
け
る
教
育
・
訓
練
制
度



の
不
備
や
め
ま
ぐ
る
し
い
生
産
方
法
の
変
更
が
一
部
の
「
自
信
喪
失
」
者
を
生
み
だ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、

M
E
機
器
の
導
入
に
と
も
な
ワ
て
、
仕
事
の
密
度
が
高
ま
り
、
健
康
に
た
い
す
る
不
安
が
強
く
な
り
、
仕
事
に
た
い

す
る
確
実
性
、
自
信
が
大
き
く
ゆ
ら
い
で
い
る
。

労
働
者
に
今
の
仕
事
を
肉
体
的
に
何
歳
ぐ
ら
い
ま
で
可
能
か
を
問
う
て
み
る
と
、

「五

O
歳
ぐ
ら
い
ま
で
」
が
全
体
の
四
二
・
人
労
を

占
め
、
「
五
五
歳
ぐ
ら
い
」

一
八
・
四
Mm
、
「
六

O
歳
ぐ
ら
い
」
二
三
・
コ
一
筋
、
「
六
五
歳
ぐ
ら
い
」
七
・
二
%
、
「
六
五
歳
を
こ
え
て
も
」

八
・
三
Mm
と
な
っ
て
い
る
。
生
産
現
場
で
は
四
七
・
四
Mm
、
事
務
で
は
四
九
・
九
%
の
労
働
者
が
「
五

O
歳
ま
で
」
と
答
え
て
い
る
。

てコ

ま
り
、
仕
事
の
内
容
が
五

O
戒
を
こ
え
た
者
に
は
身
体
的
に
か
な
り
「
き
つ
い
」
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
高
年
労
働
者
の
増

加
は
必
歪
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
仕
事
の
内
容
を
中
高
年
者
に
と
っ
て
も
身
体
的
に
適
切
な
も
の
に
変
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

第
一
七
表
は
、
労
働
者
の
会
社
お
よ
び
組
合
に
た
い
す
る
要
望
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

会
社
に
た
い
し
て
は
「
教
育
訓
練
の
充
実
」

「
労
働
時
間
の
短
縮
や
休
日
・
休
蝦
の
増
大
」

「
職
場
の
作
業
環
境
の
改
善
や
安
全
対
策

の
強
化
」
が
要
望
さ
れ
、
組
合
に
た
い
し
て
は
「
労
働
時
間
の
短
縮
や
休
日
・
休
暇
の
増
大
」

の
充
実
」

「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
福
利
厚
生
施
設

「
職
場
の
作
業
環
境
の
改
善
や
安
全
対
策
の
強
化
」

「
新
技
術
導
入
に
際
し
て
の
労
使
協
議
制
や
事
前
協
議
制
の
充
実
」
が
要

望
さ
れ
て
い
る
9

と
れ
ら
の
要
望
は
、
現
実
巳
根
拠
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
労
働
の
濃
密
化
に
た
い
し
て
は
労
働
時
間
の
短
縮
、
休
暇
の

増
大
、
労
働
力
の
流
動
化
に
た
い
し
て
は
教
育
訓
練
の
充
実
、
健
康
の
侵
害
に
た
い
し
て
は
作
業
環
境
の
改
善
や
安
全
対
策
、
福
利
厚
生

施
設
の
充
実
、
労
働
内
容
の
変
化
に
つ
い
て
は
事
前
協
議
の
充
実
、
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
調
査
結
呆
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
労
働
者
は

M
E
化
が
け
ヲ
し
て
労
働
条
件
や
坐
活
の
質
の
向
上
を
も
た
ら
す
と
は
み
て
い
な
い
。
む
し
ろ
反
対
に
、
相
当
の
不
安
と
警
戒
心
と
を
も

っ
て

M
E化
を
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
者
の
職
場
意
識
を
労
働
組
合
は
宜
し
く
く
み
と
り
、
政
策

ι反
映
さ
せ
て
い
か
ね
ば

現
代
日
本
に
お
け
る
M
E技
術
と
産
一
業
合
理
化

ニ
一
一
九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
〈
一
九
八
四
年
〉

な
一
ら
な
い
。

二
二

O

〈
I
)

以
下
の
考
察
は
、
電
機
労
連
調
査
E
、
一
七
八
|
二
二
八
頁
に
も
と
づ
く
9

電
機
労
連
調
査
ー
に
よ
れ
ば
、
電
機
産
業
に
お
け
る
M
E機
器
導

人
事
業
所
は
九
二
%
、
導
入
工
程
の
雇
用
を
削
減
し
た
事
業
所
は
五
七
Mmと
な
っ
て
い
る
。
電
機
産
業
の
雇
用
動
向
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
M
E
技

術
革
新
と
労
働
の
変
化
」
二
一
五

l
二
一
一
一
一
貝
を
参
照
。
最
近
の
電
機
産
業
労
働
者
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
京
谷
栄
二
「
電
機
産
業
大
企
業
労
働
者

の
状
態
」
(
前
掲
『
現
代
の
合
理
化
』
所
収
〉
が
参
考
に
な
る
@

〈
2
〉
会
金
同
盟
『
M
E
技
術
導
入
に
よ
る
肉
体
的
心
理
的
影
響
』
(
一
九
八
二
年
七
月
)
、
『
賃
金
と
社
会
保
障
h

第
八
六
六
号
、
一
九
八
一
一
一
年
五
月

下
旬
号
、
所
収
に
よ
る
@

ハ
3
)
M
E
技
術
導
入
に
関
し
て
、
全
金
同
盟
は
「
技
術
革
新
協
定
基
準
案
」
(
一
九
八
二
年
五
月
)
、
電
機
労
連
は
「
M
E
革
命
下
に
お
け
る
一
雇
用
の

確
保
と
労
働
の
人
間
化
を
め
ざ
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
(
一
九
八
三
一
年
七
月
)
を
ま
と
め
て
い
る
@
自
動
車
労
連
は
、
「
新
技
術
導
入
に
関
す
る
覚
書
」

(
一
九
八
一
一
一
年
三
月
)
を
締
結
し
て
い
る
。

(
一
九
八
四
年
七
月
五
日
)




